
所属： 先端人間科学   氏名： 前迫 孝憲   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   30  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  1  件、副査  1  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  4  名、前期課程  1  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  1  名）、卒業研究指導学生数  4  名、留学生  3  名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  3  件、国際会議  3  件、会議報告  5  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 
計算課題遂行時における教師

−学習者間の神経科学的検討 

岡本 尚子、

黒田 恭史、

前迫 孝憲 

201301 

教育システ

ム情報学会

誌 

第 30 巻 1 号

pp.122-127

学術論文 

ディジタルおもちゃづくりを取り

入れた小学校ものづくり授業の

実践 

森秀樹、杉澤

学、前迫孝憲
201303 

大阪大学教

育学年報 
第 18 号

学術論文 

日本の中等教育における統計

的モデリングを志向した実践研

究 

河崎哲嗣、稲

葉芳成、紀平

武宏、前迫孝

憲 

201303 
大阪大学教

育学年報 
第 18 号

会議報告/口頭

発表 

Ed-Tech in Japan: The Latest 

Trends, Solutions, and 

Opportunities 

Spence 

Zaorski, 

Takanori 

Maesako, 

Yoshimi 

Sasada 

201206 ISTE2012   

会議報告/口頭

発表 

Japan-USA International 

Science Investigations Online 

Collaboration: 

Videoconferences! Blogs! 

Discussions! Wikis! 

Agnes Zaorski, 

Takanori 

Maesako, 

Taiichiro 

Okubayashi, 

Cathy Timpone, 

Kenzo Yoneda, 

Spence Zaorski 

201206 ISTE2012   

会議報告/口頭

発表 
変化への対応と研究者の役割 前迫 孝憲 201208 

教育システ

ム情報学会

第 37 回全国

大会基調講

演 
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

ディジタルおもちゃづくりを取り

入れた小学校ものづくり授業  

森 秀樹、杉

澤 学、前迫 

孝憲 

201209 

日本教育工

学会第 28 回

全国大会講

演論文集 

P3a-SCS-01

(871-872)

会議報告/口頭

発表 

日本語文の提示方法による判

断時間 

辻岡 千春、

辻岡 圭子、

前迫 孝憲 

201209 

日本教育工

学会第 28 回

全国大会講

演論文集 

1p-教 32-05

(pp.359-360)

会議報告/口頭

発表 

遠隔教育におけるグループビ

デオ機能の検討 

奥林 泰一

郎、Zaorski 

Spence、前迫 

孝憲 

201209   
1a-教 21-04

(pp.221-222)

会議報告/口頭

発表 

蓄電独立電源と衛星通信等 蓄

電独立電源と衛星通信等を活

用した教育機関のための災害

時対応ネットワーク 

島田 啓史, 

奥林 泰一郎, 

久保 喬義, 

宮本 友介, 

前迫 孝憲 

201209   
1p-教 32-04

(pp.357-358)

会議報告/口頭

発表 

被写体の前後移動解釈と拡大

縮小変化解釈の関係 

森川 治、林 

良子、前迫 

孝憲 

201209 

ヒューマンイ

ンタフェース

シンポジウ

ム 2012 

pp.847-850 

会議報告/口頭

発表 

映像フェデレーションのための

ビデオ信号の提案 

 

森川 治、戸

田 賢二、前

迫 孝憲 

201212 

第 13 回計測

自動制御学

会システムイ

ンテグレーシ

ョン部門講

演会 SI2012 

pp.158-163 

解説・総説 

“未来学校”中孕育的希望(二)：

人手一台 —让孩子们都拥有自

己的学习工具 

李 哲、前迫 

孝宪、西森 

年寿 

201303 

中国信息技

術教育（中

国情報技術

教育） 

2013(3) 

国際会議

（proceedings あ

り） 

Three-Site Multipoint 

Tele-Education utilizing 

"HyperMirror" via "KIZUNA" 

Taiichiro 

OKUBAYASHI, 

Akiko 

NAKAZAWA, 

Hideki MORI, 

Yuki 

NAKAMURA, 

Takanori 

MAESAKO, 

Sachiko 

KATAOKA, 

Toyoki 

MATSUYAMA, 

Masahiro 

NAKAO, Emiko 

OGAWA, 

Osamu 

MORIKAWA 

201303     
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所属： 先端人間科学   氏名： 苧阪 満里子  

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   17  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  1  件、副査  1  件）、修士（主査  1  件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  1  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（ 特任研究員１名  ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0 件、学術論文  7  件、国際会議  9  件、会議報告  6  件、 

大学等の報告  0   件、解説・総説  0  件、書評   0  件、その他（雑誌 3 件 ） 
 
（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

High working memory 

performer has an efficient eye 

movement control system 

under Reading Span Test. 

Azuma M., 

Ikeda, T., 

Minamoto, T., 

Osaka, M., & 

Osaka N. 

201206 

Journal of Eye 

Movement 

Research 

5(3), 1-10

学術論文 

Practice on conflict tasks 

promotes executive function of 

working memory in the elderly.

Osaka, M., 

Yaoi, K., 

Otsuka, Y., 

Katsuhara, M., 

& Osaka, N. 

201207 
Behavioural 

Brain Research 
233, 90-98

学術論文 

Effect of Intentional Bias on 

Agency Attribution of 

Animated Motion: An 

Event-Related fMRI Study 

Osaka, N., 

Ikeda, T., & 

Osaka, M. 

201211 PLoS ONE 
7(11), 

e49053

学術論文 

When do negative and positive 

emotions modulate working 

memory performance? 

Osaka, M., 

Yaoi, K., 

Minamoto, T. 

and Osaka, N. 

201303 
Scientific 

Reports 
3

会議報告/口頭

発表 

リーディングスパンテスト課題

遂行時の事象関連電位変化 

苧阪満里子・

池田尊司・松

吉大輔・肥後

克己・片平建

史・遠藤香織 

201205 

第 30 回日本生

理心理学会大

会予稿集 

44

会議報告/口頭

発表 

日本語版リーディングスパンテ

ストにおける得点化法 

遠藤香織・苧

阪満里子 
201206 

日本認知心理

学会第 10 回大

会発表論文集 

124

会議報告/口頭

発表 

ワーキングメモリタスクの実験

的痛みに対する影響 

中江文・遠藤

香織・櫻井輝

子・井上潤一・

柴田政彦・苧

阪満里子・眞

下節 

201207 
日本ペインクリ

ニック学会誌 
19, 437
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

ワーキングメモリに情動課題非

関連情報が及ぼす影響とその

年齢差 

勝原摩耶・苧

阪満里子・苧

阪直行 

201209 
日本心理学会

第 76 回大会 
  

会議報告/口頭

発表 

日本語版リーディングスパンテ

ストにおける新たな得点化法

の検討 

遠藤香織・苧

阪満里子 
201209 

日本心理学会

第 76 回大会 
  

会議報告/口頭

発表 

社会的動機づけにおける尾状

核の役割 ―自己モニタリング

による平均以上効果の観点か

ら― 

矢追健・源健

宏・苧阪直行・

苧阪満里子 

201209 
日本心理学会

第 76 回大会 
  

会議報告/口頭

発表 

感情情報に対する注意の容量

制約 ―認知負荷を用いた

fMRI 研究― 

源健宏・苧阪

満里子・苧阪

直行 

201209 
日本心理学会

第 76 回大会 
  

会議報告/口頭

発表 

調和・不調和個別の色彩調和

予測式の検討 

池田尊司・苧

阪満里子・苧

阪直行 

201209 
日本心理学会

第 76 回大会 
  

会議報告/口頭

発表 

攻撃性の個人差を生み出す

前頭葉－脳イメージング法に

よる検討－ 

源健宏 201209     

会議報告/口頭

発表 

ワーキングメモリ容量の個人差

の基盤となる前頭前野背外側

部 ―認知制御の階層構造か

らのアプローチ― 

源健宏・苧阪

満里子・矢追

健・苧阪直行 

201212 

日本ワーキング

メモリ学会第 10

回大会 

  

会議報告/口頭

発表 

眼球運動計測による視空間性

ワーキングメモリ課題遂行に関

わる認知プロセスの検討 

肥後克己・苧

阪満里子 
201212 

日本ワーキング

メモリ学会第 10

回大会 

  

会議報告/口頭

発表 

事象関連電位を用いたリーデ

ィングスパンテストのターゲット

語処理に関する検討 

池田尊司・遠

藤香織・肥後

克己・苧阪満

里子 

201212 

日本ワーキング

メモリ学会第 10

回大会 

  

会議報告/口頭

発表 

リスニングスパンテスト成績と

心的イメージ鮮明度の関連性

稲岡いずみ・

苧阪満里子 
201212 

日本ワーキング

メモリ学会第 10

回大会 

  

国際会議

（proceedings あ

り） 

The self represented in the 

dirsomedial prefrontal cortex: 

an fMRI study. 

Osaka, N., 

Yaoi, K., & 

Osaka, M. 

201206 
OHBM 2012 

Abstract book 
34-35

国際会議

（proceedings あ

り） 

Action word related to walk 

heard by the ears activates 

visual cortex and superior 

temporal gyrus: An fMRI 

study. 

Osaka, N., & 

Osaka, M. 
201207 

Asia Pacific 

Conference on 

Vision 2012 

Abstracts 

33-34

国際会議

（proceedings あ

り） 

Implied gaze direction in 

Japanese Ukiyoe print: An 

event related fMRI study. 

Osaka, N., 

Matsuyoshi, 

D., Ikeda, T., & 

Osaka, M. 

201209 Perception 

41, 

Supplement, 

83

国際会議

（proceedings な

し） 

Differences in emotional bias 

effect on working memory in 

elderly. 

Katsuhara, M., 

Osaka, M., & 

Osaka, N. 

201208 

34th annual 

meeting of 

the Cognitive 

Science Society 
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

国際会議

（proceedings な

し） 

The influence of working 

memory task to experimental 

heat pain. 

Nakae, A., 

Endo, K., 

Sakurai, T., 

Shibata, M., 

Osaka, M., & 

Mashimo, T. 

201208 

14th WORLD 

CONGRESS 

ON PAIN 

国際会議

（proceedings な

し） 

Limited attentional capacity 

for emotional information -An 

fMRI study with cognitive 

load-. 

Minamoto, T., 

Osaka, M., & 

Osaka, N. 

201209 

The 35th 

Annual Meeting 

of the Japan 

Neuroscience 

Society 

国際会議

（proceedings な

し） 

Second-order false belief task 

needs working memory in 

normal adults: An 

event-related fMRI study 

based on theory of mind. 

Osaka, N., 

Yaoi, K., 

Minamoto, M., 

& Osaka, M. 

201210 

42nd annual 

meeting of the 

Society for 

Neuroscience 

Program 

#907.19

国際会議

（proceedings な

し） 

When and how positive and 

negative emotionality affect 

working memory performance?

Osaka, M., 

Yaoi, K., 

Minamoto, T., 

& Osaka, N. 

201210 

42nd annual 

meeting of the 

Society for 

Neuroscience 

Program 

#100.05

国際会議

（proceedings な

し） 

Wanting to be "above average" 

increases social motivation and 

task performance. 

Yaoi, K., 

Minamoto, T., 

Osaka, N., & 

Osaka, M. 

201210 

42nd annual 

meeting of the 

Society for 

Neuroscience 

Program 

#630.03

国際会議

（proceedings な

し） 

Limited attentional capacity 

for emotional information with 

negative valence: An fMRI 

study with cognitive load. 

Minamoto, T., 

Osaka, M., & 

Osaka, N. 

201210 

42nd annual 

meeting of the 

Society for 

Neuroscience 

Program 

#907.17

その他 
リーディングスパンテスト課題

遂行時の事象関連電位変化 

池田尊司, 苧

阪満里子, 松

吉大輔, 肥後

克己, 片平建

史, 遠藤香織 

201208 
生理心理学と

精神生理学 
30(2), 151
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所属： 先端人間科学   氏名： 渥美 公秀   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   17  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程  1  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  1  件、国際会議  5  件、会議報告  3  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  6   件、書評  0  件、その他（テレビ 1，ラジオ 3）       

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 復興と支援の心理学 渥美公秀 201207 福村出版 
 

学術論文 
災害復興過程に接続する災

害ボランティア 
渥美公秀 201207 

藤森・矢守

編 災害心

理学 福村

出版 

  

会議報告/口頭

発表 

 Communicative Survey: 

Potential for its 

Spatiotemporal Expansion 

Atsumi, T. 201208     

解説・総説 

NHK そなえる防災「コラム：震

災・災害の減災知識」 

第 1 回 体験から学ぶ防災の

知恵 「防災と言わない防災」

って何？ 特別なことと考えず

気楽に取り組む 

渥美公秀    

解説・総説 

第 2 回 わが街再発見ワーク

ショップ 「防災と言わない防

災」は楽しい！ 街歩きをしな

がら防災を学べるプログラム 

渥美公秀    

解説・総説 

第 3 回 「すこやかネット」活用

の勧め  地域の「フェスタ」で

連携を強め、 学校での避難

生活に備えよう 

渥美公秀    

解説・総説 

第 4 回 地域防災のレベルア

ップ ～防災マップを通して～ 

誰の視点で「防災マップ」を作

るのか？ 上手に活用して地

域防災をレベルアップ！ 

渥美公秀    

解説・総説 

大規模災害時の災害 NPO・災

害ボランティアの受け入れに

関する一考察、都市政策 

渥美公秀    
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

解説・総説 
被災者支援について  

消防科学と情報 
渥美公秀    

国際会議

（proceedings あ

り） 

Group dynamics serving 

disaster: Action research on 

volunteer  activities for 

disaster survivors 

Atsumi, T. 201207     

国際会議

（proceedings あ

り） 

Disaster Volunteers in Japan 

after 3.11 Earthquake and 

Tsunami 

Atsumi, T. 201209     

国際会議

（proceedings あ

り） 

Don’t Pay it Back but 

Forward: A Possible Strategy 

to Produce  Further 

Improvisation toward a 

Paradise 

Atsumi, T. 201209     

国際会議

（proceedings あ

り） 

Revitalization of a Community 

after the 2004 Chuetsu 

Earthquake: Displacement, 

Activities with Metaphor and 

Pay-It-Forward Network 

Atsumi, T. 201303     
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所属： 先端人間科学   氏名： 檜垣 立哉   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   22  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  4  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  8  名、前期課程  5  名、副指導教員： 

後期課程  4  名、前期課程  5  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  2  名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  5（単著１ 編著１ 共訳１ 共著 2）件、学術論文  10  件、 

国際会議  3  件、会議報告  2  件、大学等の報告    件、解説・総説  7  件、書評  2  件、 

その他（対談 2 辞典項目執筆１ 論文翻訳共訳１件 ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 
Dessemination de L'evolution 

creatrice 
HIGAKI,Tatsuya 201204 OLMS 204-212

著書 『親密性』 

レオ・ベルサー

ニ、アダム・フィリ

ップス 

201207 洛北出版 

著書 

『現代社会学事典』アルトー・

ドゥルーズ 器官なき身体 な

ど 5 項目 

大澤真幸 吉見

俊哉 鷲田清一
201211 弘文堂 

著書 
『子供の哲学 産まれるものと

しての身体』 
檜垣立哉 201211 講談社 

著書 

『いのちと病い』 「生命論的

差異について イントラ・フェ

ストゥム論にむけて」 

野間俊一編 木

村敏ほか 
201212 創元社 

著書 ロボット・身体・テクノロジー 檜垣立哉編 201303 
大阪大学出版

会 

3-59,

175-189

学術論文 
単独的なものの様相 偶然

性・一回性・反復性 
檜垣立哉 201204 哲学 

学術論文 
吉本隆明におけるテクノロジ

ーと生 
檜垣立哉 201205 

さよなら吉本隆

明 
148−155

学術論文 
ドゥルーズにおけるヒューム 

＜増補版＞ 
檜垣立哉 201206 アルケー 

第 20 巻

p27-41

学術論文 日本哲学のなかの坂部恵 檜垣立哉 201209 
フランス哲学・

思想研究 

第１７巻

11-20

学術論文 
和辻哲郎の二人共同体につ

いて 
檜垣立哉 201209 『思想』 

1061 号

p.28-42.

学術論文 日本哲学史のなかの廣松渉 檜垣立哉 201212 『思想』 
1064 号

74ー90

学術論文 
人間と動物の閾 ジョルジョ・

アガンベンにおける生の概念
檜垣立哉 201302 『思想』 

1066 号

150-168

107



分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

Le problème de la technologie 

chez Bergson : Qu’est-ce 

que la technè de la vie ? 

HIGAKI,Tatsuya 201303 

Annales 

bergsoniennes, 

VI 

会議報告/口頭

発表 

2012 年度春期シンポジウム 

はじめに 
檜垣立哉 201209 

フランス哲学・

思想研究 

第 17 巻

65-66

解説・総説 和辻哲郎の『風土』再考 檜垣立哉 201204 世界思想 

解説・総説 
判定の思想を巡って 対論を

終えて 
檜垣立哉 201205 

叢書セミオトポ

ス 

７巻

50-57

解説・総説 吉本「体験」の多様性 檜垣立哉 201205 現代詩手帳 

解説・総説 
競馬場の追憶 第 76 回東京

優駿 
檜垣立哉 201205 Rounders  3 号

解説・総説 現れつつある生の形式 解題 檜垣立哉 201302 『思想』 
1066 号

303-306

解説・総説 今日の生政治学 解題 檜垣立哉 201302 『思想』 
1066 号

211-213

解説・総説 思想の言葉 言語と生命 檜垣立哉 201302 『思想』 
1066 号

3-7

解説・総説 
 Introduction aux textes de 

Shûzo Kuki  
HIGAKI,Tatsuya 201303 

Annales 

bergsoniennes, 

VI 

解説・総説 
introduction aux textes de 

Kitarô Nishida 
HIGAKI,Tatsuya 201303 

Annales 

bergsoniennes, 

VI 

書評 市田良彦『革命論』 檜垣立哉 201204 週刊読書人   

書評 
手塚博 『ミシェル・フーコー』

書評 
檜垣立哉 201209 

フランス哲学・

思想研究 

第 17 巻

224-228

その他 判定の思想を巡って 
岡田温司・檜垣

立哉 
201205 

叢書セミオトポ

ス 

７巻

18-49

その他 
書く行為は誰に向けられてい

るのか 
檜垣立哉 201302 新潮 

110 巻 3 号

192-193

その他 構造主義の生成変化 

エソドゥアルド・

ヴィヴェイロス・

デ。カストロ 檜

垣立哉 山崎吾

郎 

201302 『思想』 
1066 号

99-129

その他 来たるべき生権力論のために

檜垣立哉 春日

直樹 市野川容

孝 

201302 『思想』 
1066 号

7-39
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所属： 先端人間科学   氏名： 山本ベバリー・アン  

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   13  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査  2  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  5  名、副指導教員： 

後期課程  2  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  9  名、 

研究生  5  名、その他（交換留学生 1 ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  3  件、学術論文  1  件、国際会議  2  件、会議報告  2  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  0   件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

「往還の人する々」の教育戦略 

グローバル社会を生きる家族と

公教育の課題 

志水宏吉、」山

本ベバリーア

ン、鍛冶致、ハ

ヤシザキカズヒ

コ 

201301 明石書店 
113-205, 

284-299

著書 

Osaka University Teaching 

Quality Handbook: A Guide to 

best Practices in the Provision 

of Teachingh and Assessment 

for Undergraduate Degree 

Programs 2nd Edition 

Beverley 

Yamamoto, 

Don Bysouth 

201303 大阪大学   

著書 
教育の質保障ハンドブック第２

巻 

YAMAMOTO 

Beverley Anne、

BYSOUTH Don、

YASUMOTO 

Saori 

201303 大阪大学   

学術論文 

From Structured Invisibility to 

Visibility: Is Japan Really Going 

to Accept Multiethnic, 

Multicultural Identities? 

Beverley Anne 

Yamamoto 
201209 

Identities: 

Global Studies 

in Culture and 

Power 

  

会議報告/口頭

発表 

Diversity within International 

Schools in Japan: Preparing 

Young People for a Global 

Future 

山本ベバリーア

ン、渋谷真樹、

キム・ヴィクトリ

ヤ、敷田佳子 

201210 

日本教育社会

学会第 64 回大

会 発表要旨

集録 

  

大学・研究所等

の報告 

「外国人学校」の社会学 「往

還する人々」の教育戦略を軸

に 

志水宏吉、山

本ベバリアン、

鍛冶致、林崎

和彦、中島智

子、渋谷真樹

他 

201303 

未来共生リー

ディングス

Volume 1 

1
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

国際会議

（proceedings な

し） 

Social exclusion vs. a MCH 

framework for addressing 

adolescent pregnancy: a 

comparison of UK and Japanese 

national strategies 

山本ベバリーア

ン 
201208     

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』志水宏吉，

山本ベバリーアン，鍛治致，ハ

ヤシザキカズヒコ編，第2 章第1

節「国際結婚家庭とその子ども

の現状と課題」 

山本ベバリーア

ン, 渋谷真樹, 

敷田佳子, キ

ム・ヴィクトリヤ 

201301     

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』志水宏吉・

山本ベバリーアン・鍛治致・ハ

ヤシザキカズヒコ編，第2 章第2

節「日本の学校に通わせる国

際結婚家庭」 

キム・ヴィクトリ

ヤ，敷田佳子 
201301     

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』志水宏吉，

山本ベバリーアン，鍛治致，ハ

ヤシザキカズヒコ編，第2 章第4

節「複数の学校システムを利用

する子どもとその家庭」 

山本ベバリーア

ン，敷田佳子，

キム・ヴィクトリ

ヤ 

201301   

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』志水宏吉，

山本ベバリーアン，鍛治致，ハ

ヤシザキカズヒコ編，第2 章第6

節「国際結婚家庭の教育戦略」

渋谷真樹，山

本ベバリーア

ン，キム・ヴィク

トリヤ，敷田佳

子 

201301   

 

（４）受賞・特許・作品、他 

受賞年月 受賞者名 賞名 主催団体名 

201207 山本べバリーアン 総長顕彰（教育部門） 大阪大学 
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所属：先端人間科学・学生支援室  氏名： 丸田 健    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   8  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査  4  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1 件、学術論文  1  件、国際会議     件、会議報告     件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

岡部美香・谷村千絵編『道徳教

育を考える 多様な声に応答

するために』 

丸田 健 201210 法律文化社 57-73 頁
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所属： 先端人間科学   氏名： 石井 正子   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：      科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  1  件、副査  2  件）、修士（主査     件、副査  11  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  1  名、副指導教員： 

後期課程  2  名、前期課程  30  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文     件、国際会議  1  件、会議報告  10  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 
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所属： 先端人間科学    氏名： 諏訪 晃一   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   0  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0 名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  0  件、国際会議  0  件、会議報告  0  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 
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所属： 先端人間科学   氏名： 奥林 泰一郎   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   0  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  0  件、国際会議  1  件、会議報告  3  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 
 
（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

Japan-USA International 

Science Investigations Online 

Collaboration: 

Videoconferences! Blogs! 

Discussions! Wikis! 

Agnes Zaorski, 

Takanori 

Maesako, 

Taiichiro 

Okubayashi, 

Cathy Timpone, 

Kenzo Yoneda, 

Spence Zaorski 

201206 ISTE2012   

会議報告/口頭

発表 

保育でのメディア活用に注目し

た情報処理テキスト開発の試

み 

堀田博史, 深

見俊崇, 松河

秀哉, 松山由

美子, 森田健

宏, 中村恵, 

奥林泰一郎, 

佐藤朝美, 吉

崎弘一 

201209 

日本教育工学

会第 28 回全国

大会講演論文

集 

973-974

会議報告/口頭

発表 

蓄電独立電源と衛星通信等を

活用した教育機関のための災

害時対応ネットワーク 

島田啓史, 奥

林泰一郎, 久

保喬義, 宮本

友介, 前迫孝

憲 

201209 

日本教育工学

会第 28 回全国

大会講演論文

集 

357-358

会議報告/口頭

発表 

遠隔教育におけるグループビ

デオ機能の検討 

奥林泰一郎, 

ゼオースキ ス

ペンス, 前迫孝

憲 

201209 

日本教育工学

会第 28 回全国

大会講演論文

集 

221-222
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

国際会議

（proceedings あ

り） 

Three‐Site Multipoint Tele‐

Education utilizing 

"HyperMirror" via “KIZUNA”

Taiichiro 

Okubayashi, 

Akiko Nakazawa, 

Hideki Mori, 

Yuki Nakamura, 

Takanori 

Maseako, 

Sachiko Kataoka, 

Toyoki 

Matsuyama, 

Masahiro Nakao, 

Emiko Ogawa, 

Osamu Morikawa

201303     
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所属： 行動学系    氏名： 森川 和則   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：  20  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  1  件、副査  1  件）、修士（主査  1  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  1  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  1  名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文  3  件、国際会議  2  件、会議報告  6  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

部分遮蔽刺激を用いたアモー

ダル補完時の単純接触効果

の検討 

富田瑛智, 松

下戦具, 森川

和則 

201212 
認知心理学研

究 

第 10 巻、

pp.151-163

学術論文 

顔と身体に関連する形状と大

きさの錯視研究の新展開：化

粧錯視と服装錯視 

森川 和則 201212 心理学評論 
第 55 巻

pp.348-361

学術論文 
錯視としての化粧効果の測定

と考察 
森川 和則 201303 

フレグランスジ

ャーナル 

2013 年

3 月号

55-61 ページ

会議報告/口頭

発表 

自分の顔の左右非対称知覚

における長期順応 

松下戦具, 柳

澤洋希, 富田

瑛智, 森川和

則 

201206 

日本認知心理

学会第 10 回大

会発表論文集 

会議報告/口頭

発表 

既知顔を連想させる顔の記憶

表象について 

富田瑛智, 山

本紗弓, 松下

戦具, 森川和

則 

201206 

日本認知心理

学会第 10 回大

会論文集 

会議報告/口頭

発表 

部分遮蔽刺激への単純接触

効果の検討 

富田瑛智, 松

下戦具, 森川

和則 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 

686

会議報告/口頭

発表 

眉の配置によって目の形状が

異なって見える錯視効果 

松下戦具, 光

眞サヤ, 山南

春奈, 高田定

樹, 小川克基, 

森川和則 

201210 日本顔学会誌 12, 161

会議報告/口頭

発表 

アモーダル補完された顔刺激

への単純接触効果 

富田瑛智, 松

下戦具, 森川

和則 

201211   
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

アイラインとまつ毛メイクが目を

大きく見せる錯視量 

松下戦具, 世

良真美子, 山

南春奈, 高田

定樹, 小川克

基, 森川和則 

201301   

国際会議

（proceedings あ

り） 

Mere exposure effect for 

amodally completed stimuli 

Tomita, A., 

Matsushita, S., 

& Morikawa, K.

201208 Perception 

41, ECVP 

Supplement, 

241

国際会議

（proceedings あ

り） 

Head size illusion: Head 

outlines are processed 

holistically too 

Morikawa, K., 

Okumura, K., 

& Matsushita, 

S. 

201208 Perception 

41, ECVP 

Supplement, 

115
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所属： 行動学系  氏名： 赤井 誠生   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   9  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  1  件）、修士（主査  0  件、副査  3  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  1  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  0  件、国際会議  1  件、会議報告  0  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 
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所属： 行動学系   氏名： 篠原 一光   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   18  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  2  件）、修士（主査  3  件、副査  5  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  6   名、副指導教員： 

後期課程  5  名、前期課程  6  名）、卒業研究指導学生数  7  名、留学生  2  名、 

研究生   0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  3  件、国際会議  4   件、会議報告  15  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  0   件、書評  0   件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

違反行動の生起における課

題遂行コストとリスク認知の影

響 

和田 一成，臼

井 伸之介，篠

原 一光，神田 

幸治，中村 隆

宏，村上 幸史，

太刀掛 俊之，

山田 尚子 

201210 労働科学 
Vol.88, No.1, 

1-12

学術論文 

車載情報機器利用時のドライ

バの認知負担の刺激検出課

題による評価 

篠原一光,嶋田

淳,木村貴彦,大

須賀美恵子,若

松正晴 

201211 
自動車技術会

論文集 

43,6,1341-13

46

学術論文 

The effects of "finger pointing 

and calling" on cognitive 

control processes in the 

task-switching paradigm 

Kazumitsu 

Shinohara, 

Hiroshi Naito, 

Yuko Matsui, 

Masaru Hikono 

201303 

International 

Journal of 

Industrial 

Ergonomics 

43, 129-136

学術論文 

車載情報機器操作時の精神

的負担の行動的評価手法の

開発と有効性の検討 

石川貴洋,石田

健二,吉田周平,

内藤宏,篠原一

光 

201303 
自動車技術会

論文集 
44,2,605-612

会議報告/口頭

発表 

車載情報機器利用時のドライ

バの認知負担の生理指標を

用いた評価 

大須賀美恵子,

棒谷英法,嶋田

淳,篠原一光,木

村貴彦,若松正

晴 

201205 

自動車技術会

2012 年春季

大会学術講演

会前刷集 

81-12,19-24

会議報告/口頭

発表 

車載情報機器利用時のドライ

バの認知負担の刺激検出課

題による評価 

篠原一光,嶋田

淳,木村貴彦,大

須賀美恵子,若

松正晴 

201205 

自動車技術会

2012 年春季

大会学術講演

会前刷集 

81-12, 13-18
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

両眼・単眼に提示された虚像

に対する情報処理（１）：虚像

の大きさと背景画面の違いに

基づく距離評価 

木村貴彦,北村

昭彦,内藤宏,篠

原一光,佐々木

隆,奥村治彦 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会

発表論文集 

会議報告/口頭

発表 

両眼・単眼に提示された虚像

に対する情報処理（２）：有効

視野を用いた注意特性の検

討 

北村昭彦,内藤

宏,木村貴彦,篠

原一光,佐々木

隆,奥村治彦 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会

発表論文集 

会議報告/口頭

発表 

指示内容の正確な伝達を確

認する手法の有効性の検討

（１）：復唱の効果の検討 

脇山美里,松井

裕子,篠原一光,

彦野賢,内藤宏 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会

発表論文集 

会議報告/口頭

発表 

指示内容の正確な伝達を確

認する手法の有効性の検討

（２）：復唱と 3 ウェイコミュニケ

ーションの比較 

松井裕子,脇山

美里,篠原一光,

彦野賢,内藤宏 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会

発表論文集 

会議報告/口頭

発表 

業務指示の与え方と時間圧

力が受け手の精神的作業負

荷に及ぼす影響 

彦野賢,内藤宏,

篠原一光 
201209 

日本心理学会

第 76 回大会

発表論文集 

会議報告/口頭

発表 

マルチモダル刺激検出課題

による車載情報機器操作時

の精神的負担評価に関する

研究 

吉田周平,内藤

宏,篠原一光.石

川貴洋,石田健

二 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会

発表論文集 

会議報告/口頭

発表 

自動車のペダル操作と認知

的抑制 

篠原一光,田飛,

木村貴彦 
201209 

日本心理学会

第 76 回大会

発表論文集 

会議報告/口頭

発表 

足を用いる場合の刺激反応

適合性：Simon 効果を用いて

の検討 

田飛,篠原一光 201209   

会議報告/口頭

発表 

ノイズの干渉効果による鏡の

中の注意分布型の検討 

内藤宏, 木村貴

彦, 篠原一光, 

三浦利章 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会

発表論文集 

会議報告/口頭

発表 

車載情報機器操作時の精神

的負担の行動的評価手法の

開発と妥当性の検討 

石川貴洋,石田

健二,吉田周平,

内藤宏,篠原一

光 

201210 

自動車技術会

2012 年秋季

大会学術講演

会前刷集 

117-12

会議報告/口頭

発表 

視認性向上によるエレベータ

開閉ボタンの改善 

原田僚子,内藤

宏,篠原一光 
201211 

関西心理学会

第 124 回大会

発表論文集 

62

会議報告/口頭

発表 

テキスト読み取りと運動が待

機時間知覚に与える影響 

篠原一光,新井

田統 
201303 

シンポジウム

モバイル’13

研究論文集 

179-180

会議報告/口頭

発表 

精神的作業負荷と繁忙感と

の関係 

彦野賢, 内藤

宏, 篠原一光 
201303   

大学・研究所等

の報告 

精神的負担を下げるための

方策に関する実験的検討(業

務指示方法) 

彦野賢, 篠原一

光, 内藤宏, 余

村朋樹 

201210 
INSS 

JOURNAL 
19, 2-9
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

国際会議

（proceedings あ

り） 

Close but not the same: 

Attention in real space vs 

mirrored space (共著) 

Takahiko 

Kimura, Hiroshi 

Naito, 

Kazumitsu 

Shinohara, 

Toshiaki Miura 

201207 

The sixth 

International 

Conference on 

Complex 

Medical 

Engineering 

国際会議

（proceedings あ

り） 

Effects of verbal coding on 

the Simon task (共著) 

Hiroshi Naito, 

Kazumitsu 

Shinohara 

201207 

The sixth 

International 

Conference on 

Complex 

Medical 

Engineering 

国際会議

（proceedings あ

り） 

The relationship between the 

method of instructing 

subordinates to perform 

assigned job dutirs and the 

degree of mental workload on 

the recipients of the 

instruction 

Masaru Hikono, 

Hiroshi Naito, 

Kazumitsu 

Shinohara 

201208 

Proceedings of 

the first 

international 

symposium on 

socially and 

technically 

symbiotic 

systems 

42, 1-6 

(CDROM)

国際会議

（proceedings あ

り） 

Pedal misapplications by 

older drivers induced by 

difficulty with inhibition 

function 

Takahiko 

Kimura, 

Kazumitsu 

Shinohara 

201210 

Proceedings of 

the 4th 

International 

Conference on 

Automotive 

User 

Interfaces and 

Interactive 

Vehicular 

Applications 

October 

17-19
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所属： 行動学系   氏名： 内藤 宏    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   3  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  1  件、国際会議  3  件、会議報告  10  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 
 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

The effects of "finger pointing 

and calling" on cognitive 

control processes in the 

task-switching paradigm 

Kazumitsu 

Shinohara, 

Hiroshi Naito, 

Yuko Matsui, 

Masaru Hikono

201303 

International 

Journal of 

Industrial 

Ergonomics 

43, 

129-136

学術論文 

車載情報機器操作時の精神

的負担の行動的評価手法の

開発と有効性の検討 

石川貴洋,石田

健二,吉田周

平,内藤宏,篠

原一光 

201303 
自動車技術会

論文集 

44,2,

605-612

会議報告/口頭

発表 

両眼・単眼に提示された虚像

に対する情報処理（１）：虚像

の大きさと背景画面の違いに

基づく距離評価 

木村貴彦,北村

昭彦,内藤宏,

篠原一光,佐々

木隆,奥村治彦

201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 

会議報告/口頭

発表 

両眼・単眼に提示された虚像

に対する情報処理（２）：有効

視野を用いた注意特性の検

討 

北村昭彦,内藤

宏,木村貴彦,

篠原一光,佐々

木隆,奥村治彦

201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 

会議報告/口頭

発表 

指示内容の正確な伝達を確

認する手法の有効性の検討

（１）：復唱の効果の検討 

脇山美里,松井

裕子,篠原一

光,彦野賢,内

藤宏 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 

会議報告/口頭

発表 

指示内容の正確な伝達を確

認する手法の有効性の検討

（２）：復唱と 3 ウェイコミュニケ

ーションの比較 

松井裕子,脇山

美里,篠原一

光,彦野賢,内

藤宏 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 

会議報告/口頭

発表 

業務指示の与え方と時間圧

力が受け手の精神的作業負

荷に及ぼす影響 

彦野賢,内藤

宏,篠原一光 
201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 

会議報告/口頭

発表 

マルチモダル刺激検出課題

による車載情報機器操作時の

精神的負担評価に関する研

究 

吉田周平,内藤

宏,篠原一光.

石川貴洋,石田

健二 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

ノイズの干渉効果による鏡の

中の注意分布型の検討 

内藤宏, 木村

貴彦, 篠原一

光, 三浦利章 

201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 

会議報告/口頭

発表 

車載情報機器操作時の精神

的負担の行動的評価手法の

開発と妥当性の検討 

石川貴洋,石田

健二,吉田周

平,内藤宏,篠

原一光 

201210 

自動車技術会

2012 年秋季

大会学術講演

会前刷集 

117-12

会議報告/口頭

発表 

視認性向上によるエレベータ

開閉ボタンの改善 

原田僚子,内藤

宏,篠原一光 
201211 

関西心理学会

第 124 回大会

発表論文集 

62

会議報告/口頭

発表 

精神的作業負荷と繁忙感との

関係 

彦野賢, 内藤

宏, 篠原一光 
201303   

大学・研究所等

の報告 

精神的負担を下げるための方

策に関する実験的検討(業務

指示方法) 

彦野賢, 篠原

一光, 内藤宏, 

余村朋樹 

201210 
INSS 

JOURNAL 
19, 2-9

国際会議

（proceedings あ

り） 

Close but not the same: 

Attention in real space vs 

mirrored space (共著) 

Takahiko 

Kimura, 

Hiroshi Naito, 

Kazumitsu 

Shinohara, 

Toshiaki Miura

201207 

The sixth 

International 

Conference on 

Complex 

Medical 

Engineering 

国際会議

（proceedings あ

り） 

Effects of verbal coding on the 

Simon task (共著) 

Hiroshi Naito, 

Kazumitsu 

Shinohara 

201207 

The sixth 

International 

Conference on 

Complex 

Medical 

Engineering 

国際会議

（proceedings あ

り） 

The relationship between the 

method of instructing 

subordinates to perform 

assigned job dutirs and the 

degree of mental workload on 

the recipients of the 

instruction 

Masaru 

Hikono, 

Hiroshi Naito, 

Kazumitsu 

Shinohara 

201208 

Proceedings of 

the first 

international 

symposium on 

socially and 

technically 

symbiotic 

systems 

42, 1-6 

(CDROM)
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所属： 行動学系   氏名： 釘原 直樹   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   19  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  1  件、副査  1  件）、修士（主査  2  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  7  名、前期課程  3  名、副指導教員： 

後期課程  3  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  6  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  2  件、国際会議  3  件、会議報告  2  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 
 
（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 リスクの社会心理学 

釘原直樹 第

9 章 マスメデ

ィアの災害報

道と社会の反

応担当（中谷

内一也 編） 

201207 有斐閣 175-194

著書 発達科学ハンドブック 

釘原直樹 第

7 巻（災害・危

機と人間行

動）第 5 章 戦

争・テロ担当 

（矢守克也、

前川あさ美 

編） 

201303 新曜社 

学術論文 
攻撃抑止における第三者の重

要性 

寺口司, 釘原

直樹 
201303 

対人社会心

理学研究 
13,

学術論文 社会問題と社会的手抜き 釘原直樹 201303 
対人社会心

理学研究 
13, 

会議報告/口頭

発表 

共作業他者のパフォーマンス

変化への反応 日中比較の探

索的検討 

阿形亜子, 武

芸, 釘原直樹
201209   

会議報告/口頭

発表 

マスコミが対象とするスケープゴ

ートの変遷(21) 震災時の AC

ジャパン CM とフラッシュバルブ

記憶 

釘原直樹,植

村善太郎,村

上幸史,阿形

亜子 

201209   

会議報告/口頭

発表 

マスコミが対象とするスケープゴ

ートの変遷(22) 新聞報道との

接触頻度と事件に対する認知と

の関連 

植村善太郎, 

村上幸史, 阿

形亜子, 釘原

直樹 

201209   

会議報告/口頭

発表 

内・外集団における異なる価値

観の保持者に対する心理的距

離と印象評価の連関 

武藤麻美・釘

原直樹 
201209   
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

スケープゴートとしての不謹慎

感情に基づく非難記事の推定 

テキストマイニングソフトを用い

た記事分析から 

村上幸史, 阿

形亜子, 植村

善太郎, 釘原

直樹 

201209   

会議報告/口頭

発表 

正当化装置としての正義 「正

義」が攻撃評価に与える影響 

寺口司, 釘原

直樹 
201211   

会議報告/口頭

発表 

心理的距離の実験的操作が印

象評価に及ぼす影響 

武藤麻美, 釘

原直樹 
201211   

会議報告/口頭

発表 

マスコミが対象とするスケープゴ

ートの変遷(23) 低頻度嫌悪刺

激の経時的変化が頻度判断の

過大評価に及ぼす影響 

釘原直樹,植

村善太郎,村

上幸史,阿形

亜子 

201211   

会議報告/口頭

発表 

マスコミが対象とするスケープゴ

ートの変遷(24) 食材の産地に

対する選好について 

植村善太郎, 

村上幸史, 阿

形亜子, 釘原

直樹 

201211   

会議報告/口頭

発表 

Effects of time series change of 

presented frequency of aversive 

stimuli on overestimation of 

frequency 

Naoki 

Kugihara 
201212   
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所属： 行動学系   氏名： 佐藤 眞一   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   18  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  2  件、副査  1  件）、修士（主査  4  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  4  名、前期課程  9  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  1  名、 

研究生  3  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  1  件、国際会議  3  件、会議報告  10  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  6  件、書評  1  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 
発達科学ハンドブック６ 発達と

支援 

日本発達心理

学会編／無藤

隆・長崎勤責任

編集 

201204 新曜社 

著書 
認知症「不可解な行動」には理

由がある 
佐藤眞一 201208 

ソフトバンク新

書 

学術論文 

Emotional experiences of the 

community-dwelling with mild 

cognitive impairment and their 

families.  

Nakano, M., 

Sato, S. and 

Nakahara, J.  

201211 
Neuropsychol

ogical Trends 

12, 

117-124.

会議報告/口頭

発表 

中高年者の孤独感とソーシャ

ルサポートの授受との関係―

サポートの受容と提供の独立

効果― 

豊島 彩，佐藤

眞一 
201206 老年社会科学 

34 巻，

2 号，

191 頁

会議報告/口頭

発表 
シンポジウムⅡ 老人の力 

石原房子，安梅

勅江，増井幸

恵，Masami 

Takahashi，佐藤

眞一 

201206 老年社会科学 

34 巻，

2 号，

116 頁

会議報告/口頭

発表 

高齢者における食事スタイルと

ソーシャルサポートの関連 

大庭 輝・高野

春香・高野裕

治・野内 類・島

内 晶・豊島 

彩・佐藤眞一 

201209   

会議報告/口頭

発表 

日本語版 UCLA 孤独感尺度第

3 版の検討―高齢者を対象とし

た因子構造および信頼性・妥

当性の検討― 

豊島 彩・佐藤

眞一 
201209   

会議報告/口頭

発表 

高齢者の「孤立と孤独」を心理

学から考える 
佐藤 眞一 201209   
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

感情価が潜在記憶に及ぼす影

響の年代差に関する研究 

上野大介・権藤

恭之・佐藤眞一
201209   

会議報告/口頭

発表 
食のライフスタイルと生涯発達 佐藤眞一 201209   

会議報告/口頭

発表 

メタ記憶における自信度と精神

的健康度との関連 

島内 晶・佐藤

眞一 
201210   

会議報告/口頭

発表 

UCLA 孤独感尺度第 3 版の短

縮版の検討：大学生と中高年

者における孤独感の関連の比

較 

豊島彩・佐藤眞

一 
201303   

解説・総説 
「老い」―老年行動学が解き明

かす 
佐藤眞一 201211 

兵庫県高齢者

大学 

第 36 巻

第 7 号 5 頁

国際会議

（proceedings あ

り） 

Well-aging in Japan: Support 

and happiness in the 

super-aged society.  

Shinichi SATO 201204 
Well-Aging 

and Culture 

国際会議

（proceedings あ

り） 

Emotional experiences of the 

elderly persons with Mild 

Cognitive Impairment and their 

family living in the community.

Nakano, M., 

Shimanouchi, 

A., and Sato, S.

201206   

国際会議

（proceedings あ

り） 

Subjective age and well-being 

among Japanese Elderly. 

Toyoshima,A., 

Sato, S., Gondo, 

Y., Furuna, T., 

Watanabe, S., 

Hirano, H., 

Hirabayashi,K., 

Shimanouchi, A. 

and Ohara, Y. 

201207   

 その他 
過組織症候群にならないため

に 

本多-ハワード

素子・佐藤眞一
201204 月刊社会保障 

第 63 巻

第 4 号

24-25 頁

 その他 アイデンティティの危機と怒り 佐藤眞一 201204 おはよう 21 
23 巻 6 号

40-41 頁

 その他 悲しみに堪えるこころ 佐藤眞一 201208 おはよう 21 
23 巻 9 号

40-41 頁

 その他 
認知症の人のポジティブ気分と

「心の理論」へのケア 
佐藤眞一 201210 おはよう 21 

23 巻 13 号

40-41 頁.

 

（４）受賞・特許・作品、他 

受賞年月 受賞者名 賞名 主催団体名 

201210 佐藤眞一 日本老年行動科学会表彰 日本老年行動科学会 

201210 佐藤眞一 日本老年行動科学会功労賞 日本老年行動科学会 
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所属： 行動学系   氏名： 権藤 恭介   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   19  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  2  件）、修士（主査  0  件、副査  5  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  5  名、前期課程  7  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  1  名）、卒業研究指導学生数  1  名、留学生  0  名、 

研究生  2  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  6  件、国際会議  3  件、会議報告  20  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  4  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 発達科学入門３ 権藤恭之 201204 東京大学出版 

著書 

生命と倫理の原理論 - バイオ

サイエンスの時代における人間

の未来 

権藤恭之 201204 
大阪大学出版

会. 

著書 
Healthy aging in sociocultural 

context 

Nakagawa, T. & 

Gondo, Y. 
201210 Routledge 

著書 
Annual Review of Gerontology 

and Geriatrics 

Gondo, Y., 

Nakagawa, T., 

& Masui, Y. 

201302 

Springer 

Publishing 

Company 

学術論文 
Exploring the impact of climate 

on human longevity. 

Robine, J.-M., 

Herrmann, F. R., 

Arai, Y., Willcox, 

D. C., Gondo, 

Y., Hirose, N., 

Suzuki, M., et al

201206 
Experimental 

gerontology 

47（9）

660-671

学術論文 

高齢者による地域の子育て支

援の受領・提供バリアに関する

質的研究 

田渕恵,中原

淳,権藤恭之 
201208 

高齢者のケアと

行動科学. 

17（1）

64–74

学術論文 
高齢者を対象とした聴力の主

観評価尺度の作成 

石岡良子,権藤

恭之,黒川育

代,連花のぞみ

201210 老年社会科学 
43（3）

317-324

会議報告/口頭

発表 

感情価が潜在記憶に及ぼす影

響の年代差に関する研究 

上野大介・権藤

恭之・佐藤眞一
201209   

解説・総説 

百寿者からみたしあわせのか

たち (特集 Happy People Live 

Longer!) 

権藤恭之，広

瀬信義 
201208 

Anti-aging 

medicine 

8(3), 

398–403.
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

国際会議

（proceedings あ

り） 

Subjective age and well-being 

among Japanese Elderly. 

Toyoshima,A., 

Sato, S., Gondo, 

Y., Furuna, T., 

Watanabe, S., 

Hirano, H., 

Hirabayashi,K., 

Shimanouchi, A. 

and Ohara, Y. 

201207   
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所属： 行動学系   氏名： 中川 威    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   4  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  1  件、国際会議  8  件、会議報告  5  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  1  件、書評  0  件、その他（受賞 1 件・外部資金 1 件） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

解説・総説 

高齢者ほど自分らしく生きてい

る：老年的超越理論からみたエ

イジング・パラドックス 

伊藤正哉，中

川威 
201206 

アンチ・エイジ

ング医学—日本

抗加齢医学会

雑誌 

8(3), 

370-374

著書 
Healthy aging in sociocultural 

context 

Nakagawa, T. & 

Gondo, Y. 
201210 Routledge 53-61

著書 
Annual Review of Gerontology 

and Geriatrics 

Gondo, Y., 

Nakagawa, T., 

& Masui, Y. 

201302 

Springer 

Publishing 

Company 

109-132

 

（４）受賞・特許・作品、他 

受賞年月 受賞者名 賞名 主催団体名 

201208 中川威 
第１１回 リバネス研究費 エディテージ賞  

奨励賞 
エディテージ 
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所属： 行動学系   氏名： 青野 正二   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   16  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程  3  名、前期課程  7  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  1  件、国際会議  0  件、会議報告  3  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 
生活環境音の評価にコミュニ

ケーションが与える影響 

河内なつみ，

青野正二 
201207 

日本音響学会

騒音・振動研

究会資料 

N-2012-31, 

pp.1-7

会議報告/口頭

発表 

コミュニケーションが環境音評

価に与える影響について 

河内なつみ，

青野正二 
201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 

会議報告/口頭

発表 

図記号の表現形式が経路探

索に及ぼす影響 

乾将晃，青野

正二 
201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 

会議報告/口頭

発表 

日本の歌謡曲の印象とテンポ

の関係について 

丹羽一希，青

野正二 
201212 

日本音響学会

関西支部若手

研究者交流研

究発表会講演

概要集 

p.6
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所属： 行動学系    氏名： 臼井 伸之介   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   20  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0 件）、修士（主査  1  件、副査  3  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  1  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  8  名）、卒業研究指導学生数  7  名、留学生  0  名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  11  件、国際会議  4  件、会議報告  7  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  1  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 
リスクテイキング行動尺度の信

頼性・妥当性の再検討 

森泉 慎吾，臼

井 伸之介 
201204 労働科学 

Vol.87, 

No.6, 

211-225

学術論文 

ソフトウェアキーボードの配色

が文字入力速度と魅力評価に

及ぼす影響 

羽田 裕哉，臼

井 伸之介 
201205 人間工学 

Vol.48, 

No.2, 

91-94

学術論文 

船舶衝突事故における船型の

影響－海難審判庁裁決録を基

に－ 

渕 真輝，臼井

伸之介，藤本

昌志 

201208   

Vol.88, 

No.2, 

71-80

学術論文 

Comparing the self-assessed 

and examiner-assessed driving 

skills of Japanese driving school 

students 

Hiroshi 

NAKAI， 

Shinnosuke 

USUI 

201210 
IATSS 

Research 
35, 90-97

学術論文 
違反行動の生起における課題遂

行コストとリスク認知の影響 

和田 一成，臼

井 伸之介，篠

原 一光，神田 

幸治，中村 隆

宏，村上 幸史，

太刀掛 俊之，

山田 尚子 

201210 労働科学 
Vol.88, 

No.1, 1-12

学術論文 

ポジティブな認知の歪みが高

齢自転車利用者の道路横断判

断に及ぼす影響，交通心理学

研究 

紀ノ定 保礼， 

臼井 伸之介 
201210 

交通心理学研

究 

Vol27、

No.１、

9-18

学術論文 

安全態度と環境要因がシミュレ

ータでの速度と車間距離に及

ぼす影響 

中井 宏, 臼井

伸之介 
201211 

応用心理学研

究 
38 巻 2 号

学術論文 

Experimental study on 

differences in risk perception 

among nurses based on 

experience 

Yuko ADACH，

Shinnosuke 

USUI 

201211 
応用心理学研

究 

38(Special 

Edition), 

121-122.
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

The Influence of Expectation and 

Cognitive Bias on Cyclists' 

Crossing Intentions: An 

Application of the Theory of 

Planned Behavior 

Yasunori 

KINOSADA, 

Shinnosuke 

USUI 

201211 
応用心理学研

究 

38(Special 

Edition), 

58-67

学術論文 
Situational Consistency of Risk 

Taking in Daily Life 

Shingo 

MORIIZUMI,  

Shinnosuke 

USUI 

201211 
応用心理学研

究 

38(Special 

Edition), 

52-57

会議報告/口頭

発表 

バス運転者の運転行動特性と

急発進の心理的背景 

須和憲和, 中

井 宏, 森泉慎

吾, 臼井伸之

介 

201206 

日本交通心理

学会第 77 回大

会発表論文集 

51-54

会議報告/口頭

発表 

場面別に見た運転技能の年代

差 

中井 宏, 蓮花

のぞみ, 臼井

伸之介 

201206 

日本交通心理

学会第 77 回大

会発表論文集 

19-22

会議報告/口頭

発表 

The Effect of Tendency to Take 

Risks in Daily Life on Future 

Accident Involvement 

Shingo 

MORIIZUMI, 

Shinnosuke, & 

Hiroshi NAKAI

201208   

会議報告/口頭

発表 

The Possibility of Reducing 

Cyclists' Unrealistic Optimism 

by Changing the Stereotypical 

Image of Victims in 

Bicycle-related Accident 

Yasunori 

KINOSADA，

Shinnosuke 

USUI 

201208   

会議報告/口頭

発表 

環境に整列した地図は常に理

解しやすいか？ -斜交設置の

案内板を想定した実験課題か

らの検討- 

太刀掛 俊之, 

臼井 伸之介 
201209 

日本応用心理

学会第 79 回大

会論文集 

107

国際会議

（proceedings あ

り） 

A comparison between 

self-assessed and 

instructor-assessed driving 

skills of Japanese licensed 

drivers. 

Hiroshi NAKAI, 

Nozomi 

RENGE, 

Shinnosuke 

USUI 

201208 

5th International 

Conference on 

Traffic & 

Transport 

Psychology, 

Abstract Book 

99

国際会議

（proceedings あ

り） 

Effect of tendency to take risks 

in daily life on future accident 

involvement. 

Shingo 

MORIIZUMI, 

Hiroshi NAKAI, 

Shinnosuke 

USUI 

201208 

5th International 

Conference on 

Traffic & 

Transport 

Psychology, 

Abstract Book 

98

国際会議

（proceedings あ

り） 

The relationship between 

driving behaviours and 

cognitive functions among 

elderly drivers. 

Nozomi 

RENGE, 

Hiroshi NAKAI, 

Shinnosuke 

USUI 

201208 

5th International 

Conference on 

Traffic & 

Transport 

Psychology, 

Abstract Book 

92
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

国際会議

（proceedings あ

り） 

Decline in Risk Perception 

When Using Chemicals as 

Tools: Suggestions for 

Laboratory Safety. 

T. Tachikake, 

H. Momose, K. 

Tomita, I. 

Shibata, H. 

Yamamoto, S. 

Usui 

201209 

Work on Safety 

6th 

International 

Conference 

43-44.

 

（４）受賞・特許・作品、他 

受賞年月 受賞者名 賞名 主催団体名 

201209 
松本友一郎，臼井伸之

介 
日本応用心理学会学会賞（論文部門） 日本応用心理学会 

201212 
蓮花のぞみ，臼井伸之

介 
日本応用心理学会優秀大会発表賞 日本応用心理学会 

201212 
紀ノ定保礼，臼井伸之

介 
交通科学研究会優秀発表賞 

一般社団法人交通科

学研究会 

201303 
上田真由子，和田一

成，臼井伸之介 

日本機械学会 交通・物流部門  

優秀論文講演表彰 
日本機械学会 
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所属： 行動学系   氏名： 中井 宏    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   1  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  1  件、国際会議  3  件、会議報告  3  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 
 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

安全態度と環境要因がシミュレ

ータでの速度と車間距離に及

ぼす影響 

中井 宏, 臼井

伸之介 
201211 

応用心理学研

究 
38 巻 2 号

会議報告/口頭

発表 

バス運転者の運転行動特性と

急発進の心理的背景 

須和憲和, 中

井 宏, 森泉慎

吾, 臼井伸之

介 

201206 

日本交通心理

学会第 77 回大

会発表論文集 

51-54

会議報告/口頭

発表 

場面別に見た運転技能の年代

差 

中井 宏, 蓮花

のぞみ, 臼井

伸之介 

201206 

日本交通心理

学会第 77 回大

会発表論文集 

19-22

国際会議

（proceedings あ

り） 

A comparison between 

self-assessed and 

instructor-assessed driving 

skills of Japanese licensed 

drivers. 

Hiroshi NAKAI, 

Nozomi 

RENGE, 

Shinnosuke 

USUI 

201208 

5th 

International 

Conference on 

Traffic & 

Transport 

Psychology, 

Abstract Book 

99

国際会議

（proceedings あ

り） 

Effect of tendency to take risks 

in daily life on future accident 

involvement. 

Shingo 

MORIIZUMI, 

Hiroshi NAKAI, 

Shinnosuke 

USUI 

201208 

5th 

International 

Conference on 

Traffic & 

Transport 

Psychology, 

Abstract Book 

98

国際会議

（proceedings あ

り） 

The relationship between 

driving behaviours and 

cognitive functions among 

elderly drivers. 

Nozomi 

RENGE, 

Hiroshi NAKAI, 

Shinnosuke 

USUI 

201208 

5th 

International 

Conference on 

Traffic & 

Transport 

Psychology, 

Abstract Book 

92
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所属： 行動学系   氏名： 阿形 亜子   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   1  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程   0 名、前期課程   0 名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文   0 件、国際会議  0  件、会議報告  0  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評 0   件、その他（          ） 
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所属： 行動学系   氏名： 日野林 俊彦   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   16  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  1  件、副査     件）、修士（主査     件、副査  2 件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1 名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  3  名）、卒業研究指導学生数  3  名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文  1  件、国際会議  1  件、会議報告  11  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 
学齢期検診からみた不妊治療の

長期的影響 

金澤忠博,安田 

純,北村真知子,

鎌田次郎,日野

林俊彦,糸魚川

直祐,末原則幸,

北島博之,藤村

正哲 

201208 周産期医学 
42(8):

2012-2018.

会議報告/口

頭発表 

高機能自閉症スペクトラム児の心

の理論に関連する能力と実際の

社会的行動の関係 

岡本駿一,金澤

忠博,井﨑基博,

大西賢治,日野

林俊彦,籠本孝

雄 

201209   

会議報告/口

頭発表 

PECS の訓練が自閉症スペクトラ

ム障害児の行動に及ぼす影響 

―PECS の訓練の経過について

― 

永井祐也,金澤

忠博,日野林俊

彦 

201302 

日本発達心

理学会第 24

回大会発表

論文集 

457

会議報告/口

頭発表 

自閉症スペクトラム障害児のプロ

ソディ理解 

井﨑基博,金澤

忠博,鎌田次郎,

安田 純,清水

真由子,岡本駿

一,永井祐也,日

野林俊彦,南 

徹弘,糸魚川直

祐 

201302 

日本発達心

理学会第 24

回大会論文

集 

335

会議報告/口

頭発表 

超低出生体重児の学齢期におけ

る気質と発達障害の関係 

安田 純,金澤

忠博,清水真由

子,井崎基博,鎌

田次郎,日野林

俊彦,南 徹弘,

糸魚川直祐 

201302 

日本発達心

理学会第 24

回大会 
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口

頭発表 

学齢期における発達障害と父母

親の養育態度 ―低出生体重児

の調査から― 

鎌田次郎,金澤

忠博,安田 純,

日野林俊彦,南 

徹弘,糸魚川直

祐 

201302 

日本発達心

理学会第 24

大会論文集 

333

会議報告/口

頭発表 

不妊治療で生まれた超低出生体

重児の心理学的予後 

金澤忠博,安田 

純,鎌田次郎,日

野林俊彦,南 

徹弘,末原則幸,

北島博之,藤村

正哲,糸魚川直

祐 

201302 

日本発達心

理学会第 24

回大会論文

集 

332

会議報告/口

頭発表 

高機能自閉症スペクトラム児の象

徴遊びの能力と社会的相互交渉

の関係 

岡本駿一,金澤

忠博,井﨑基博,

大西賢治,日野

林俊彦,籠本孝

雄 

201303 

日本発達心

理学会第 24

回大会論文

集 

460

会議報告/口

頭発表 

5-6 歳齢保育園児における向社

会的行動の互恵的なやり取り 

清水（加藤）真

由子,大西賢治,

金澤忠博,日野

林俊彦 

201303 

日本発達心

理学会第 24

回大会論文

集 

500

会議報告/口

頭発表 

集団健康指標としての平均初潮

年齢 

日野林俊彦，清

水真由子，大西

賢治，金澤忠

博，南徹弘，糸

魚川直祐 

201303 

日本発達心

理学会第 24

回大会発表

論文集 

410
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所属： 行動学系   氏名： 金澤 忠博    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   17  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  2  件）、修士（主査  1  件、副査  1  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  3  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  3  名、留学生  0  名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  3  件、国際会議  0  件、会議報告  13  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 
学齢期検診からみた不妊治

療の長期的影響 

金澤忠博,安田 

純,北村真知子,

鎌田次郎,日野林

俊彦,糸魚川直

祐,末原則幸,北

島博之,藤村正哲

201208 周産期医学 
42(8):

2012-2018.

会議報告/口頭

発表 

高機能自閉症スペクトラム児

の心の理論に関連する能力と

実際の社会的行動の関係 

岡本駿一,金澤忠

博,井﨑基博,大

西賢治,日野林俊

彦,籠本孝雄 

201209   

会議報告/口頭

発表 

超低出生体重児の長期予後

と発達障害 
金澤忠博 201212 

第 26 回京滋

未熟児新生

児研究会 

講演要旨 

13

会議報告/口頭

発表 

PECS の訓練が自閉症スペク

トラム障害児の行動に及ぼす

影響 ―PECS の訓練の経過

について― 

永井祐也,金澤忠

博,日野林俊彦 
201302 

日本発達心

理学会第 24

回大会発表

論文集 

457

会議報告/口頭

発表 

自閉症スペクトラム障害児の

プロソディ理解 

井﨑基博,金澤忠

博,鎌田次郎,安

田 純,清水真由

子,岡本駿一,永

井祐也,日野林俊

彦,南 徹弘,糸魚

川直祐 

201302 

日本発達心

理学会第 24

回大会論文

集 

335

会議報告/口頭

発表 

超低出生体重児の学齢期に

おける気質と発達障害の関係

安田 純,金澤忠

博,清水真由子,

井崎基博,鎌田次

郎,日野林俊彦,

南 徹弘,糸魚川

直祐 

201302 

日本発達心

理学会第 24

回大会 

139



分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

学齢期における発達障害と父

母親の養育態度 ―低出生

体重児の調査から― 

鎌田次郎,金澤忠

博,安田 純,日野

林俊彦,南 徹弘,

糸魚川直祐 

201302 

日本発達心

理学会第 24

大会論文集 

333

会議報告/口頭

発表 

不妊治療で生まれた超低出

生体重児の心理学的予後 

金澤忠博,安田 

純,鎌田次郎,日

野林俊彦,南 徹

弘,末原則幸,北

島博之,藤村正

哲,糸魚川直祐 

201302 

日本発達心

理学会第 24

回大会論文

集 

332

会議報告/口頭

発表 

5-6 歳齢保育園児における向

社会的行動の互恵的なやり

取り 

清水（加藤）真由

子,大西賢治,金

澤忠博,日野林俊

彦 

201303 

日本発達心

理学会第 24

回大会論文

集 

500

会議報告/口頭

発表 

高機能自閉症スペクトラム児

の象徴遊びの能力と社会的

相互交渉の関係 

岡本駿一,金澤忠

博,井﨑基博,大

西賢治,日野林俊

彦,籠本孝雄 

201303 

日本発達心

理学会第 24

回大会論文

集 

460

会議報告/口頭

発表 

集団健康指標としての平均初

潮年齢 

日野林俊彦，清

水真由子，大西

賢治，金澤忠博，

南徹弘，糸魚川

直祐 

201303 

日本発達心

理学会第 24

回大会発表

論文集 

410

 

140



所属： 行動学系   氏名： 大西 賢治   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   3  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  1  件、国際会議  1  件、会議報告  5  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

Grooming-related feeding 

motivates macaques to groom 

and affects grooming 

reciprocity and episode 

duration in Japanese macaques 

(Macaca fuscata) 

ONISHI K., 

YAMADA K., 

& NAKAMICHI 

M. 

201301 
Behavioural 

Processes 
92: 125–130

会議報告/口頭

発表 

ヒト幼児における間接互恵性

に関わる行動傾向 

大西賢治, 加

藤真由子, 金

澤忠博, 日野

林俊彦 

201207 霊長類研究 

28 

(supplement): 

36.

会議報告/口頭

発表 

高機能自閉症スペクトラム児

の心の理論に関連する能力と

実際の社会的行動の関係 

岡本駿一,金澤

忠博,井﨑基

博,大西賢治,

日野林俊彦,籠

本孝雄 

201209   

会議報告/口頭

発表 

高機能自閉症スペクトラム児

の象徴遊びの能力と社会的

相互交渉の関係 

岡本駿一,金澤

忠博,井﨑基

博,大西賢治,

日野林俊彦,籠

本孝雄 

201303 

日本発達心理

学会第 24 回大

会論文集 

460

会議報告/口頭

発表 

5-6 歳齢保育園児における向

社会的行動の互恵的なやり取

り 

清水（加藤）真

由子,大西賢

治,金澤忠博,

日野林俊彦 

201303 

日本発達心理

学会第 24 回大

会論文集 

500

会議報告/口頭

発表 

集団健康指標としての平均初

潮年齢 

日野林俊彦，

清水真由子，

大西賢治，金

澤忠博，南徹

弘，糸魚川直

祐 

201303 

日本発達心理

学会第 24 回大

会発表論文集 

410
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

国際会議

（proceedings な

し） 

Grooming-related feeding 

benefits the groomer: A 

preliminary study in Japanese 

macaques (Macaca Fuscata) 

ONISHI K., 

YAMADA K., 

& NAKAMICHI 

M. 

201208 

Primatology’s 

legacy and 

future 

challenges 

651.
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所属： 行動学系   氏名： 志村 剛    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   21  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  5  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  2  件、国際会議  0  件、会議報告  6  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  1  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

ラット腹側淡蒼球へのδ-オピ

オイド受容体拮抗薬注入が甘

味溶液の摂取と嗜好性に及ぼ

す影響 

乾賢,志村剛 201212 
日本味と匂学

会誌 

19・3・

353-356

学術論文 
嗜好性味溶液摂取行動におけ

る扁桃体 CRF の役割 

木村佳代, 志

村 剛 
201301 

日本味と匂学

会誌 

19 (3) 

357-360

解説・総説 味の好き嫌いの形成 志村 剛 201301 JOHNS 
29 (1) 

45-48

 

143



所属： 行動学系  氏名： 八十島 安伸  

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   10  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  5  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  0  件、国際会議  2  件、会議報告  5  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  0 件、書評  0 件、その他（         ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

 その他 

ノンカロリー甘味料の慢性摂

取が食行動を制御する脳機

構に及ぼす影響の解析 

八十島安伸、

志村 剛 
201206 

アサヒビール学術

振興財団 研究紀

要 

26：

in press
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所属： 行動学系   氏名： 乾 賢     

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   1  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  0  名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  1  件、国際会議  1  件、会議報告  2  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

ラット腹側淡蒼球へのδ-オピ

オイド受容体拮抗薬注入が甘

味溶液の摂取と嗜好性に及ぼ

す影響 

乾賢,志村剛 201212 
日本味と匂学

会誌 

19・3・

353-356

学術論文 
The odor of Osmanthus 

fragrans attenuates food intake

Yamamoto T, 

Inui T, Tsuji T.
201303 

Scientific 

reports 
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所属： 行動学系   氏名： 足立 浩平   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   15  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査   1  件、副査  0  件）、修士（主査  1  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  4  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  2  件、国際会議  3  件、会議報告  3  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  1  件、書評   0 件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

Some Contributions to 

Data-fitting Factor Analysis  

with Empirical Comprisons to 

Covariance-fitting Factor 

Analysis 

Kohei Adachi 201212 

Journal of 

Japanese 

Society of 

Computational 

Statistics 

Vol. 25, 

No. 1,

 pp. 25-38

学術論文 

Factor Analysis with EM 

Algorithm Never Gives 

Improper Solutions when 

Sample Covariance and Initial 

Parameter Matrices Are Proper

Kohei Adachi 201303 Psychometrika 

Vol. 38, 

Issue 2, 

380-394

会議報告/口頭

発表 

A Theorem Regarding the 

Covariances between Variables 

and Factors in Data-Fitting 

Factor Analysis 

足立浩平 201205 

日本計算機統

計学会第 26 回

大会発表論文

集 

会議報告/口頭

発表 

Hierarchical Relationships 

among Multiple 

Correspondence, Nonmetric 

Component, and Principal 

Component Analyses in Least 

Squares Formulations  

Kohei Adachi, 

Takashi 

Murakami, 

Henk A. L. 

Kiers, Jos M. 

F. ten Berge 

201208   

会議報告/口頭

発表 

主成分分析 versus 因子分析: 

低階数近似と高階数近似 
足立浩平 201209 

日本行動計量

学会第 40 回大

会発表論文抄

録集 

会議報告/口頭

発表 

因子分析の EM アルゴリズムは

不適解を与えない ― その証

明と修正アルゴリズム ― 

足立浩平 201209 

2012 年度統計

関連学会連合

大会講演報告

集 

解説・総説 

主成分分析の行列的基礎と非

計量・三相配列・因子分析への

発展  

足立浩平 201209   
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

国際会議

（proceedings な

し） 

Orthogonal factor analysis 

subject to direct sparseness 

constraint on loadings 

Kohei Adachi, 

Nickolay T. 

Trendafilov 

201212 
Abstracts, 

ERCIM 2012 

国際会議

（proceedings な

し） 

A matrix decomposition 

approach to nonmetric factor 

analysis of multidimensionally 

quantified categorical data 

Naomichi 

Makino, Kohei 

Adachi 

201212 
Abstract, 

ERCIM 2012 
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所属： 行動学系   氏名： 宮本 友介   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：     科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程    名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文     件、国際会議  1  件、会議報告  1  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月 

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

蓄電独立電源と衛星通信等 蓄

電独立電源と衛星通信等を活

用した教育機関のための災害

時対応ネットワーク 

島田 啓史, 

奥林 泰一郎, 

久保 喬義, 

宮本 友介, 

前迫 孝憲 

201209   
1p-教 32-04

(pp.357-358)
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所属： 行動学系   氏名： 熊倉 博雄   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   16  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  2  件、国際会議  0  件、会議報告  3  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 
新世界ザル固有背筋の機能形

態学的研究 

熊倉博雄, 岡

博司, 廣川容

子, 日暮泰男, 

平崎鋭矢 

201204 
昭和医学会雑

誌 

72: 

155-159
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所属： 行動学系   氏名： 中野 良彦   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   16  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  1  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  2  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  2  件、国際会議  0  件、会議報告  5  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 

発行年

月 

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

Hind limb of the 

Nacholapithecus kerioi holotype 

and implications for its 

positional behavior. 

MASATO 

NAKATSUKASA,Y

UTAKA 

KUNIMATSU, 

DAISUKE 

SHIMIZU, 

YOSHIHIKO 

NAKANO, 

YASUHIRO 

KIKUCHI,, HIDEMI 

ISHIDA, 

201212 
Anthropologic

al Science 

120(3):

235-250.

会議報告/口頭

発表 

ケニヤ北部ナチョラから見つか

った中期中新世の原猿化石に

ついて 

国松豊 他 201207 霊長類研究 
28 supl.:

S-19.

会議報告/口頭

発表 

ケニア・中期中新世の化石類人

猿 Nacholapithecus kerioi に

おける上～中位胸椎形態 

菊池泰弘 他 201207 霊長類研究 
28 supl.:

S-26

会議報告/口頭

発表 

姿勢・動作からの検証 -たくま

しさ対たくみさ- 
中野良彦 201211 

第 66 回日本

人類学会大会

抄録集 

会議報告/口頭

発表 

Morphology of caudal thiracic 

vertebrae in Nacholapithecus 

kerioi, a Middle Miocene 

homonoid from northern Kenya.

Yasuhiro Kikuchi, 

Yoshihiko Nakano, 

Masato 

Nakatsukasa, 

Yutaka Kunimatsu, 

Daisuke Shimizu, 

Naomichi Ogihara, 

Hiroshi Tsujikawa, 

Tomo Takano, 

Hidemi Ishida 

201212 
Anthropologic

al Science 
120(3):274
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 

発行年

月 

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

Causes of the difference of 

pelvic morphology in primates. 
Yoshihiko Nakano 201212 

Anthropologic

al Science 
120(3):278.
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所属： 行動学系   氏名： 日暮 泰男    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   0  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  1  件、国際会議  0  件、会議報告  1  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 
日本のサル学のあした：霊長類

研究という「人間学」の可能性 
日暮泰男 201212 京都通信社 46-51

学術論文 
新世界ザル固有背筋の機能形

態学的研究 

熊倉博雄, 岡

博司, 廣川容

子, 日暮泰男, 

平崎鋭矢 

201204 
昭和医学会雑

誌 

72: 

155-159

会議報告/口頭

発表 
投擲運動のキネマティクス 

日暮泰男, 熊

倉博雄 
201211 

第 66 回日本人

類学会大会プ

ログラム・抄録

集 

81-82
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所属： 行動学系   氏名： 中道 正之    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   21  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  1  件）、修士（主査  1  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  1  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  1  名）、卒業研究指導学生数  5  名、留学生  1  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  2  件、国際会議  2  件、会議報告  10  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 
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所属： 行動学系   氏名： 中原 純    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   3  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  4  件、国際会議  3  件、会議報告  3  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

日本とイングランドの精神科看

護師が経験している倫理的悩

みの比較－MDS 尺度精神科

版を用いて－ 

大西香代子・

中原純・中野

正孝・大串靖

子・田中広美・

藤井博英 

201206 
日本看護研究学

会雑誌 

第 3 巻,

4 号，

101-107

学術論文 

高齢者による地域の子育て支

援の受領・提供バリアに関す

る質的研究 

田渕恵・中原

純・権藤恭之 
201209 

高齢者のケアと行

動科学 

第 12 巻, 

117-124.

学術論文 

Emotional experiences of the 

community-dwelling elderly 

with mild cognitive impairment 

and their families. 

Nakano, M., 

Sato, S., & 

Nakahara, J. 

201210 
Neuropsychological 

Trends 

第 17 巻

64-74．

学術論文 

Effects of social activities 

outside the home on life 

satisfaction among elderly 

people living alone. 

Nakahara, J. 201303 

International 

Psychological 

Studies 

第 5 巻

1 号

112-120
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所属： 社会学系   氏名： 友枝 敏雄   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   13  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  2  件）、修士（主査  0  件、副査  1  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  4  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  1  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  1  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  0  件、国際会議  0  件、会議報告  2  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（ 0 件         ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 『Ｄｏ！ソシオロジー』改訂版 
友枝敏雄・山

田真茂留編 
201303 有斐閣 pp.1-21
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所属： 社会学系   氏名： 稲場 圭信   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   12  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  3  件、副査  3  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  5  名、副指導教員： 

後期課程  3  名、前期課程  10  名）、卒業研究指導学生数  4  名、留学生  2  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  2  件、国際会議  0  件、会議報告  7  件、 

大学等の報告  2  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

「被災地宗教者の活動と後方支

援の輪」『現代宗教 2012−大災

害と文明の転換−』 

稲場圭信 201207 秋山書店 83-101

著書 

「行動主義」社会教育・生涯学

習辞典編集委員会編『社会教

育・生涯学習辞典』 

稲場圭信 201211 朝倉書店 139

著書 

「構成主義」社会教育・生涯学

習辞典編集委員会編『社会教

育・生涯学習辞典』 

稲場圭信 201211 朝倉書店 137

学術論文 
利他主義と宗教①東日本大震

災と宗教 
稲場圭信 201206 歓喜世界 

No.237,

pp.92-99

学術論文 
東日本大震災における宗教者

と宗教研究者 
稲場圭信 201209 『宗教研究』 

第 86 巻

373 号

29-52 頁

学術論文 
東日本大震災が問いかけるもの

⑨：苦に寄り添う宗教 
稲場圭信 201210 福音宣教 

第 66 巻

第 9 号,

34-39 頁

学術論文 
利他主義と宗教②日常生活の

信仰生活と利他主義 
稲場圭信 201212 歓喜世界 

No.238,

pp.80-87

学術論文 
利他主義と宗教③グローバルな

時代の宗教 
稲場圭信 201302 歓喜世界 

No.239,

pp.96-103

会議報告/口頭

発表 

東日本大震災「こころの再生に

向けて」シンポジウム記録（代

表：鎌田東二） 

稲場圭信ほか 201303 
モノ学・感覚

価値研究 

第７号

pp.63-168

会議報告/口頭

発表 

東日本大震災から支えあう社会

へ～持続可能な社会にむけて

次世代へバトンを渡す責任～ 

稲場圭信 201303 

第 3 回宗教と環

境シンポジウム

「新しい文明原

理の生活化と宗

教 Ⅱ」報告書 
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

その他 
日本人の利他性と「無自覚の宗

教性」 
稲場圭信 201205 中央公論 5 月号

その他 
東日本大震災を経ての宗教的

利他主義 
稲場圭信 201212 あんじゃり 第 24 号
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所属： 社会学系   氏名： 川端 亮    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   20  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  1  件、副査  1  件）、修士（主査  0  件、副査  4  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  7  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程  2  名、前期課程  6  名）、卒業研究指導学生数  5  名、留学生  0  名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  2  件、国際会議  1  件、会議報告     件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説     件、書評  1  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 
社会調査教育とデータ・アーカ

イブ 
川端 亮 201206 

『フォーラム現

代社会学』 

11, 

111-119
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所属： 社会学系    氏名： 吉川 徹    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   15  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  1  件、副査  1  件）、修士（主査  1  件、副査  4  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程  5  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  5  名、留学生  1  名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  2  件、国際会議     件、会議報告     件、 

大学等の報告     件、解説・総説  1  件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 
『学歴・競争・人生: 10 代のいま

知っておくべきこと』 

吉川徹, 中村

高康 
201211 

日本図書セン

ター 

pp106-223, 

序文, 

あとがき

学術論文 

Class Awareness in Japan and 

the U.S.: Expansion and 

Stability 

Toru Kikkawa, 

Sho Fujihara 
201210 『理論と方法』 

Vol. 27, 

No. 2: 

205-224

大学・研究所等

の報告 
総中流の輿論と世論 吉川徹 201207 『三田社会学』 

Vol. 17, 

13-27

解説・総説 
大学名争いというゲームの正

体 
吉川徹 201303 

『日経プレミア

PLUS』 

Vol. 6, 

86-101
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所属： 社会学系    氏名： 牟田 和恵   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   14  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  1  件）、修士（主査  2  件、副査  8  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  7  名、前期課程  4  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  10  名）、卒業研究指導学生数  15  名、留学生  2  名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書   1  件、学術論文     件、国際会議     件、会議報告  1  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 ひとり親家庭を支援するために 神原文子他 201208 
大阪大学出版

会 
127-142

著書 
よくわかるジェンダー・スタディ

ーズ 
牟田和恵 201303 ミネルヴァ書房 

 その他 「母子」がひらく家族の可能性 牟田和恵 201208 

『ひとり親家庭

を支援するた

めに』 

127-142
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所属： 社会学系   氏名： 辻 大介    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   13  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  1  件）、修士（主査  6  件、副査  3  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  13  名、副指導教員： 

後期課程  11  名、前期課程  5  名）、卒業研究指導学生数  13  名、留学生  10  名、 

研究生  2  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  0  件、国際会議  0  件、会議報告  1  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  1  件、書評  0  件、その他（ 事典項目執筆 1 件 ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 現代社会学事典 

大澤真幸・吉見

俊哉・鷲田清一

ほか 

201212 弘文堂 

会議報告/口頭

発表 

全国調査にみるモバイル・コミ

ュニケーションの現在(2)――デ

ジタル・デバイドは縮小したか 

辻大介 201211   

解説・総説 
SNS で変わる子どもたちのつな

がり方 
辻大介 201208 月刊高校教育 

45 巻 9 号

26-29 頁

 

161



所属： 社会学系   氏名：スコット・ノース 

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   15  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  1  件）、修士（主査  0  件、副査  5  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  3  名、副指導教員： 

後期課程  5  名、前期課程  11  名）、卒業研究指導学生数  1 名、留学生   0  名、 

研究生  0  名、その他（学術振興会招聘研究員 1 名、日本国際交流基金外国人招聘研究員 1 名） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文   0  件、国際会議   3  件、会議報告  2  件、 

大学等の報告  0 件、解説・総説  1  件、書評   0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

Men, Wage Work and Family 

(edited volume), Ch. 2 The 

Work-Family Dilemmas of 

Japan's Salarymen   

Scott North 201205 

Routledge, 

Research in 

Employment 

Relations 

Series 

17-33

解説・総説 
Employees should work toward 

a life of leisure, not live to work
Scott North 201207 

The Japan 

Times 

July 17, 

2012

国際会議

（proceedings あ

り） 

Fatherhood in Post-Bubble 

Japan: Practices and 

Possibilities 

Scott North 201204   

国際会議

（proceedings な

し） 

Salarymen as Family Men in 

Contemporary Japan 
Scott North 201206   
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所属： 社会学系   氏名： 山中 浩司   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   9  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  2  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  5  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  3  名、前期課程  5  名、副指導教員： 

後期課程  6  名、前期課程  14  名）、卒業研究指導学生数  8  名、留学生  1  名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文     件、国際会議     件、会議報告  2  件、 

大学等の報告     件、解説・総説  2  件、書評  1  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

解説・総説 テーマ別研究動向 （医療） 山中浩司 201206 社会学評論 
63(1): 

150-165

解説・総説 顕微鏡の発達と細菌学 山中浩司 201207 東京人 
313

(7 月増刊）

書評 

書評 小村富美子著『日本の

薬剤師ー医療社会学の視点か

ら』 

山中浩司 201302 ソシオロジ 
57(3): 

176-180
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所属： 社会学系   氏名： 堤 修三   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：      科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文     件、国際会議     件、会議報告     件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

地方自治体における社会保障

の実施とその財源 
堤 修三 201204  

解説・総説 

社会福祉法人がその役割を果

たすためには（『現代の社会福

祉 100 の論点』論点 091 

堤 修三 201204 
現代の社会福

祉 100 の論点 

解説・総説 施設と在宅の対話 堤 修三 201204 
Ｕ-ビジョン通

信 3 月号 
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所属： 社会学系   氏名： 斉藤 弥生   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   14  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  1  件）、修士（主査  2  件、副査  1  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  3  名、前期課程  5  名、副指導教員： 

後期課程  2  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  6  名、留学生   1  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  2  件、国際会議  0  件、会議報告  1 件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  1  件、書評  1  件、その他（調査報告書 2 件   ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

スウェーデンの社会保障制度

における国と地方の関係―介

護サービスにおける「サービス

選択自由化法」の影響を中心

に― 

斉藤弥生 201209 
海外社会保障

研究 

第 180 号

2012 年

秋号

会議報告/口頭

発表 

日本とスウェーデンの高齢者介

護比較研究－ボトムアップ視点

からの検討 

石黒 暢, 斉藤

弥生, 吉岡洋

子 

201211   

大学・研究所等

の報告 

高齢者介護に関する国際比較

調査（NORDCARE 調査） 

斉藤弥生，石

黒暢 
201303   

解説・総説 高齢期を支える社会福祉 斉藤弥生 201303 

NHK テキスト社

会福祉セミナ

ー 

第 26 巻

通巻

第 86 号

書評 

書評「神野直彦・牧里毎治編

『社会起業入門：社会を変える

という仕事』」 

斉藤弥生 201208 社会福祉学 

Vol.53-2

号（通巻

102 号）
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所属： 社会学系   氏名： 東 園子    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   1  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  1  件、国際会議  0  件、会議報告  2  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  1  件、書評  1  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

少女向けテレビアニメと「西洋」

――1960～80 年代を対象に 
東 園子 201206   

会議報告/口頭

発表 

少女向けテレビアニメにおける

主人公の表象分析(2)――「西

洋」イメージに着目して 

東 園子 201211   

会議報告/口頭

発表 

How to Enjoy 'Yaoi' Texts: 

Manga Consumption of Female 

Otaku in Japan 

AZUMA 

Sonoko 
201301   

書評 
書評『男の絆――明治の学生

からボーイズ・ラブまで』 
東 園子 201206 ソシオロジ 

第 57 巻

1 号

pp168-172

 その他 
私のための物語――やおい再

考 
東 園子 201212 

『ユリイカ 詩と

批評』 

2012 年

12 月号

（第 44 巻

15 号）

pp.172-177
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所属： 社会学系   氏名： 久保田 裕之  

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   1  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0 件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程   0 名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  0  件、国際会議  0  件、会議報告  3  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評   0  件、その他（          ） 

 

 

 

167



所属： 社会学系   氏名： 藤原 翔    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   1  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  3  件、国際会議  1  件、会議報告  3  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  1  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

きょうだい構成と地位達成———

きょうだいデータに対するマル

チレベル分析による検討 

藤原翔 201206 ソシオロジ 174:41–57

学術論文 

Class Awareness in Japan and 

the U.S.: Expansion and 

Stability 

Toru Kikkawa, 

Sho Fujihara 
201210 『理論と方法』 

Vol. 27, 

No. 2: 

205-224

 

（４）受賞・特許・作品、他 

受賞年月 受賞者名 賞名 主催団体名 

201205 藤原翔 関西社会学会大会奨励賞  関西社会学会 
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所属： 人間学系   氏名：中山 康雄   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   20  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  2  件、副査  4  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  6  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（日本学術振興会特別研究員 PD１名） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  2  件、国際会議  2  件、会議報告  6  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  1  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

「現場から出発する哲学」戸田

山和久・美濃正・出口康夫（編）

『これが応用哲学だ！ 

中山 康雄 201204 大隅書店 

著書 
示される自己 － 自己概念の

哲学的分析 
中山 康雄 201212 春秋社 

学術論文 
〈数学の哲学〉における多元的

視点 
中山 康雄 201204 

科学基礎論研

究 

39 巻 2 号, 

pp. 21-31

会議報告/口頭

発表 

規範体系論理学を基盤にした

言語行為の分析 
中山 康雄 201212 

日本認知科学

会第 29 回大会

発表論文集

（CD-ROM 版） 

 pp. 

501-503

書評 

書評「大出晁 著・野本和幸 

編・解題『大出晃 哲学論文集』

（慶應義塾大学出版会, 2010

年刊）」 

中山 康雄 201207 科学哲学 
45 巻 1 号, 

pp. 65-68

国際会議

（proceedings な

し） 

Four-Dimensional Mereology 

and Agents in the Universe 

Yasuo 

NAKAYAMA 
201209 

First 

Conference on 

Contemporary 

Philosophy in 

East Asia, 

Conference 

Booklet 

pp. 80-81
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所属： 人間学系   氏名： 村上 靖彦   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   20  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  1  件）、修士（主査  1   件、副査  3  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程  5  名、前期課程  8  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  1  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  8  件、国際会議  8  件、会議報告  0  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  1  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 
レヴィナス 壊れものとして

の人間 
村上靖彦 201208 河出書房新社 1-246

著書 

【共著】『臨床哲学の諸相 

「自己」と「他者」』 「誰かが

そこから呼びかけてくる場

所についてーがん看護専

門看護師へのインタビュー

から」 

村上靖彦他

（監修：木村

敏・野家啓

一） 

201301 河合文化研究所 
 pp. 

152-175

学術論文 

「われ歌うゆえにわれありー

ールソー、メロディとしての

人間」 

村上靖彦 201209 『現代思想』 

第 40 巻

13 号

（10月号）、

青土社、

pp.216-226

学術論文 

Sobre la disociación en el 

momento de la experiencia 

traumática. El sentido 

fenomenológico de la 

psicopatología a la luz de 

Lévinas 

yasuhiko 

murakami 

(trans. Pablo 

Posada 

Varela) 

201209 
INVESTIGACIONES 

FENOMENOLÓGICAS 

n.9, pp. 

221-248

学術論文 

抗がん剤の存在論－－が

ん緩和専門看護師へのイ

ンタビューから 

村上靖彦 201211 現象学年報 
vol. 28, 

pp. 23-32

学術論文 

「事例を現象学的に読む―

現象学的な質的研究の方

法（看護師の語り   を例

に）」 

村上靖彦 201301 『臨床精神病理』 

第 33 巻

3 号、

pp.315-322

学術論文 

Феноменологи

ческий метод 

качественног

о исследовани

я 

Ясухик

о Мура

ками 

(yasuhiko 

murakami) 

201302 Гефтер 
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

Le passe imaginaire pour un 

bebe avorte et l'appel chez 

Maldiney 

yasuhiko 

murakami 
201302 

Annales de 

phenomenologie 

12, 

237-254

学術論文 
「透析室における「見える」

もの――規範の空間論」 
村上靖彦 201303 

『人間科学研究科紀

要』 

第 39 巻

pp. 

295-314

会議報告/口頭

発表 

Le passé absolu pour un 

avorté - à partir du 

dialogue avec une 

sage-femme 

yasuhiko 

murakami 
201204   

会議報告/口頭

発表 

Du cadavre à la femme : la 

genèse renversée d’autrui 

chez Emmanuel Lévinas 

yasuhiko 

murakami 
201204   

会議報告/口頭

発表 

"La formation du sujet dans 

le soin palliatif" 

yasuhiko 

murakami 
201206   

会議報告/口頭

発表 

En partant du concret – 

Une méthode 

phénoménologique de la 

recherche qualitative dans 

le champ médical  

yasuhiko 

murakami 
201301   

国際会議

（proceedings あ

り） 

Le site à partir duquel 

quelqu’un m’appelle  - Le 

dialogue avec une infirmière 

spécialisée dans le soin 

palliatif 2   

yasuhiko 

murakami 
201206   

国際会議

（proceedings あ

り） 

Absolute Past for an 

Aborted Baby 

yasuhiko 

murakami 
201209   

国際会議

（proceedings な

し） 

Le passé absolu pour un 

avorté ou la condition de la 

transpassibilité  - à partir 

du dialogue avec une 

sage-femme  

yasuhiko 

murakami 
201206   

 その他 
親愛なる……へ －－現象

学の方法についての書簡 
村上靖彦 201301 『現代思想』 

41-1, 

pp. 64-67

 

（４）受賞・特許・作品、他 

受賞年月 受賞者名 賞名 主催団体名 

201207 村上靖彦 大阪大学総長奨励賞 大阪大学 
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所属： 人間学系  氏名：W.シュヴェントカー   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   21  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  1  件、副査  3  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  3  名、前期課程  5  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  0 名）、卒業研究指導学生数  0  名、留学生  2  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  3  件、国際会議  2  件、会議報告  2  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  0  件、書評  2  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 
マックス・ウェーバーの日本ー

受容史の研究、1905−1995 

シュヴェントカ

ー・ヴォルフガ

ング 

201301 みすず書房 

学術論文 

The Genesis of the Max 

Weber-Gesamtausgabe and 

the Contribution of Wolfgang 

J. Mommsen. (together with 

Edith Hanke and Gangolf 

Hübinger) 

Edith Hanke, 

Gangolf 

Hübinger, 

Wolfgang 

Schwentker 

201204 Max Weber Studies 12,1

解説・総説 
Schreiben und Erinnern. Ein 

vergleichender Kommentar 

Wolfgang 

Schwentker 
201205   

書評 
Fukushima. Vom Erdbeben 

zur atomaren Katastrophe 

Wolfgang 

Schwentker 
201205 

Historisch-Politisches 

Buch 

書評 
Japan. Die 101 wichtigsten 

Fragen 

Wolfgang 

Schwentker 
201206 

Historisch-Politisches 

Buch 
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所属： 人間学系    氏名： 中川 敏    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   19  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  2  件）、修士（主査  1  件、副査  3  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  4  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程  7  名、前期課程  5  名）、卒業研究指導学生数  16  名、留学生  2  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文  0  件、国際会議  件、会議報告  0  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 
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 所属： 人間学系   氏名： 森田 敦郎   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：      科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  1  件、副査  2  件）、修士（主査  1  件、副査  3  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  1  名、副指導教員： 

後期課程  7  名、前期課程  5  名）、卒業研究指導学生数    名、留学生    名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文  2  件、国際会議  2  件、会議報告     件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（ 学会誌特集編集  ） 
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所属： 教育学系   氏名： 藤川 信夫  

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   22  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  4  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  7  名、前期課程  7  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  0  名）、卒業研究指導学生数  3  名、留学生  3  名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  1  件、国際会議     件、会議報告  1  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 
国家珍貴古籍 彝族畢摩絵画

典籍 百楽書 影印訳注 

藤川信夫，樊

秀麗，普学旺 
201207 

雲南民族出版

社 
1-8

会議報告/口頭

発表 

共同研究「教育と福祉のドラマ

トゥルギー」のデザイン、経過、

そして展望 

藤川信夫 201207   

大学・研究所等

の報告 
課題研究に関する総括的報告

藤川信夫、森

田尚人 
201205 教育哲学研究 

No. 105, 

63-68

 その他 エッセイ 映画を楽しむ 藤川信夫 201211 教育哲学研究 
Vol. 106, 

pp. 18-23
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所属： 教育学系   氏名： 西森 年寿   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   19  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  1  件、副査  1  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  1  名、副指導教員： 

後期課程  4  名、前期課程  1  名）、卒業研究指導学生数  4  名、留学生  4  名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  0  件、国際会議  0  件、会議報告  0  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

永岡慶三,植野真臣,山内祐平

編著『教育工学における学習

評価』「4.3 教材開発と評価」  

西森年寿 201210 ミネルヴァ書房 

解説・総説 

“未来学校”中孕育的希望

(二)：人手一台 —让孩子们都

拥有自己的学习工具 

李 哲、前迫 

孝宪、西森 年

寿 

201303 

中国信息技術

教育（中国情

報技術教育） 

2013(3)

 

176



所属： 教育学系   氏名： 森 秀樹    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   3  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文  1  件、国際会議     件、会議報告  1  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

ディジタルおもちゃづくりを

取り入れた小学校ものづくり

授業の実践 

森秀樹、杉澤学、

前迫孝憲 
201303 

大阪大学教育

学年報 
第 18 号

会議報告/口頭

発表 

ディジタルおもちゃづくりを

取り入れた小学校ものづくり

授業  

森 秀樹、杉澤 

学、前迫 孝憲 
201209 

日本教育工学

会第 28 回全

国大会講演論

文集 

P3a-SCS-01

(871-872)

国際会議

（proceedings あ

り） 

Three-Site Multipoint 

Tele-Education utilizing 

"HyperMirror" via 

"KIZUNA" 

Taiichiro 

OKUBAYASHI, 

Akiko 

NAKAZAWA, 

Hideki MORI, Yuki 

NAKAMURA, 

Takanori 

MAESAKO, 

Sachiko 

KATAOKA, Toyoki 

MATSUYAMA, 

Masahiro NAKAO, 

Emiko OGAWA, 

Osamu 

MORIKAWA 

201303   
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所属： 教育学系   氏名： 三宮 真智子  

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   20  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  3  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  5  名、前期課程  4  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  3  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  2  件、国際会議  0  件、会議報告  10  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  5  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 教育工学とはどんな学問か 

坂元昴，岡本

敏雄，永野和

男，三宮真智

子，他 

201210 ミネルヴァ書房 

著書 MIT 認知科学大事典 中島秀行，他 201211 
共立出版株式

会社 

学術論文 

Beliefs and attitudes about 

creativity among Japanese 

university students. 

Yamaguchi, Y. 

& Sannnomiya, 

M. 

201209 

Creativity & 

Human 

Development 

学術論文 
一面的な情報呈示からの脱却

による意見文の改善 

山口洋介，三

宮真智子 
201303 

大阪大学大学

院人間科学研

究科紀要 

第 39 巻，

73-88

会議報告/口頭

発表 

理科教育におけるメタ認知研

究の動向と課題 

久坂哲也，三

宮真智子 
201208 

日本理科教育

学会第 62 回全

国大会発表論

文集 

158

会議報告/口頭

発表 

タイピング思考法の開発とその

有効性の検討 

山口洋介，三

宮真智子 
201209 

日本教育工学

会第 28 回全国

大会発表論文

集 

961-962

会議報告/口頭

発表 

課題の種類と問題の現実性が

アイデア生成に与える影響 

堀江竜也，三

宮真智子 
201209 

日本教育工学

会第 28 回全国

大会発表論文

集 

959-960

会議報告/口頭

発表 

「書くこと」に対する高校生の問

題意識とその実態に関する予

備的検討 

西森章子，三

宮真智子，久

坂哲也 

201209 

日本教育工学

会第 28 回全国

大会発表論文

集 

919-920
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

情報判断力を育てる学習教材

の開発と評価（１） ―プレテス

ト，ポストテスト，遅延テストの成

績から― 

三宮真智子，

久坂哲也，古

本温久，坂香

里 

201209 

日本教育工学

会第 28 回全国

大会発表論文

集 

887-888

会議報告/口頭

発表 

情報判断力を育てる学習教材

の開発と評価（２） ― 質問紙

調査への回答から ― 

久坂哲也，三

宮真智子，古

本温久，坂香

里 

201209 

日本教育工学

会第 28 回全国

大会発表論文

集 

889-890

会議報告/口頭

発表 

根拠産出トレーニングの試行と

その効果に関する予備的検討

西森章子，三

宮真智子 
201211 

日本教育心理

学会第 54 回総

会発表論文集 

58

会議報告/口頭

発表 

オンライン学習空間に対する学

生の態度―日米における比較

実験― 

大谷和大，ウォ

レス・ポール，

山口洋介，三

宮真智子 

201211 

日本教育心理

学会第 54 回総

会発表論文集 

86

会議報告/口頭

発表 

教示内容と創造的態度がアイ

デア生成に及ぼす影響 

山口洋介，三

宮真智子 
201211 

日本教育心理

学会第 54 回総

会発表論文集 

338

会議報告/口頭

発表 

二重課題は文章の推敲におけ

るメタ認知を妨害するか 

三宮真智子，

堀江竜也，久

坂哲也 

201211 

日本教育心理

学会第 54 回総

会発表論文集 

217

解説・総説 
「父子の冒険・挑戦」が子供の

成長にもたらすものとは？ 
三宮真智子 201206 FQ JAPAN 

SUMMER 

ISSUE, 

Vol. 23

解説・総説 

ママのためのぷち心理学「絵本

はどう読み聞かせればいい

の？」 

三宮真智子 201206 Happy-Note 

夏号

Vol.31, 

109

解説・総説 
ママのためのぷち心理学「『斜

めの関係』を育てるために」 
三宮真智子 201209 Happy-Note 

秋号

Vol.32, 

108

解説・総説 
ママのためのぷち心理学「書く

ことで心を癒す」 
三宮真智子 201211 Happy-Note 

冬号

Vol.33, 81

解説・総説 
ママのためのぷち心理学「心の

安全基地」 
三宮真智子 201303 Happy-Note 

春号

Vol.30, 1
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所属： 教育学系   氏名： 藤岡 淳子   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   10  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査  4  件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  5  名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数  5  名、留学生  1   名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  1  件、国際会議  1  件、会議報告  2  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評  1  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 
中高生のためのメンタル系サバ

イバルガイド 
藤岡淳子 201207 日本評論社 

学術論文 性暴力行動の評価と介入 藤岡淳子 201206 精神科治療学 
27 巻 6 号

751～756
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所属： 教育学系    氏名： 老松 克博    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   24  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査 0  件、副査  0  件）、修士（主査  4  件、副査  5  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  7  名、前期課程  6  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  3  名）、卒業研究指導学生数  3  名、留学生  1  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  1  件、国際会議  0  件、会議報告  0  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 仏教心理学キーワード事典 

老松克博（井上

ウィマラ，葛西

賢太，加藤博

巳，編） 

201205 春秋社 

学術論文 
ユングにおける無意識の捉え

方と治療への応用 
老松克博 201211 最新精神医学 

17 巻 6 号

525-531

頁
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所属： 教育学系   氏名： 井村 修    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   26  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  1  件、副査  9  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  6  名、前期課程  5  名、副指導教員： 

後期課程  9  名、前期課程  16  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  1  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  2  件、国際会議  1  件、会議報告     件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 
立位姿勢保持における身体動

揺抑制意図の効果 

松浦由加子，

藤野陽生，井

村修 

201211 
リハビリテイショ

ン心理学研究 
39・1-10

学術論文 
Duchenne 型筋ジストロフィー児

への病気説明に関する調査 

藤野陽生，齋

藤利雄，井村

修，松村剛，神

野進 

201301 脳と発達 

第 45 巻

第 1 号・

pp. 11-16

会議報告/口頭

発表 

筋ジストロフィー患者の広汎性

発達障害傾向に関する調査研

究（その 1）-PARS による検討 

岩田優子，柴

田早紀，藤野

陽生，齋藤利

雄，松村剛，井

村修 

201205 脳と発達 

第 44 巻・

総会号・

ｓ211

会議報告/口頭

発表 

筋ジストロフィー患者の広汎性

発達障害傾向に関する調査研

究（その 2）-SRS による検討 

柴田早紀，岩

田優子，藤野

陽生，齋藤利

雄，松村剛，井

村修 

201205 脳と発達 

第 44 巻・

総会号・

ｓ211

会議報告/口頭

発表 

Duchenne 型筋ジストロフィー児

の母親への対応についての医

師への調査研究（共著） 

藤野陽生，岩

田優子，柴田

早紀，齋藤利

雄，松村剛，井

村修，神野進 

201206 脳と発達 

第 44 巻・

総会号・

s369

大学・研究所等

の報告 

筋ジストロフィーの告知に関す

る臨床心理学的研究 

井村修、岩田

優子、船越愛

絵、柴田早紀、

前田直子、藤

野陽生 

201303 

平成 22～24 年

度科学研究費

補助金「筋ジス

トロフィーの告

知に関する臨

床心理学的研

究」報告書 
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（４）受賞・特許・作品、他 

受賞年月 受賞者名 賞名 主催団体名 

201212 
松浦由加子・藤野陽生・

井村修 
日本リハビリテイション心理学会研究奨励賞 

日本リハビリテイション

心理学会 

 

183



所属： 教育学系   氏名： 佐々木 淳   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   28   科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  5  件、副査  5  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  4  名、前期課程  8  名、副指導教員： 

後期課程  5  名、前期課程  10  名）、卒業研究指導学生数  3  名、留学生     名、 

研究生     名、その他（  OUSSEP 留学生 １名      ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  1  件、国際会議  1  件、会議報告  9  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

認知療法と治療関係. 東斉彰 

(編), 認知療法の発展: 理論，

臨床，研究 

杉山崇・巣黒慎

太郎・佐々木

淳・大島郁葉  

201211 
岩崎学術出版

社 

著書 

パーソナリティ障害に対するス

キーマ療法の進歩（佐々木淳

翻訳・伊藤絵美監訳）. 東斉彰 

(編), 認知療法の発展: 理論，

臨床，研究 

J. Young (佐々

木淳翻訳)  
201211 

岩崎学術出版

社 
54-78

学術論文 
厚生施設入所児の公衆場面に

おける行動基準に関する研究 

永房典之・菅原

健介・佐々木

淳・藤澤文・薊

理津子  

201212 心理学研究 
85(3), 

470-478.

会議報告/口頭

発表 

自主シンポジウム「認知行動療

法における治療関係」への指

定討論 

佐々木淳 201209 

日本心理臨床

学会第 31 回秋

季大会発表論

文集 

742

会議報告/口頭

発表 

標準的催眠誘導における覚醒

度の推移 

安達友紀・中江

文・佐々木淳  
201209 

日本心理学会

第 76 回大会

（専修大学）発

表論文集 

513

会議報告/口頭

発表 

基礎学と臨床実践の射程. 自

主シンポジウム「基礎研究をど

のように臨床実践に活用する

か」への指定討論 

佐々木淳 201209 

日本心理学会

第 76 回大会発

表論文集 

WS59

会議報告/口頭

発表 

経常的研究交流委員会企画シ

ンポジウム「応用を目指す心理

学者からのメッセージ」の企画

と司会 

佐々木淳  201210 

日本パーソナリ

ティ心理学会

第 21 回大会

（島根県民会

館）発表論文

集 

32-33
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

社交不安障害・対人恐怖症研

究からみたパーソナリティ心理

学の意義 

佐々木淳 201210 

学会活性化委

員会/大会準

備委員会企画

シンポジウム 

「パーソナリティ

心理学の未来

を探して」への

話題提供 

34

国際会議

（proceedings あ

り） 

A meta-analysis of hypnosis for 

chronic pain problems: A 

comparison between hypnosis 

and a standard care or 

alternative treatments 

Adachi, T., 

Fujino, H., 

Nakae, A., 

Mashimo, T., & 

Sasaki, J.  

201209 

Poster presented 

at 42nd Congress 

of the European 

Association for 

Behavioral and 

Cognitive 

Therapies 

(EABCT2012) 

293
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所属： 教育学系   氏名： 野村 晴夫   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   20  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査  1  件、副査  9  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程  11  名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  1  件、国際会議     件、会議報告  4  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 カウンセリングと教育相談 森岡正芳（編） 201208 あいり出版 10-25

学術論文 

心理療法のプロセス研究にお

けるナラティヴ・アプローチの意

義 ― 研究者の「私」の表し

方，クライエントの視点への近

づき方 

野村晴夫 201301 
ナラティヴとケ

ア 
4, 10-16
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所属： 教育学系   氏名： 大谷 和大   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：    1  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0   件、副査   0  件）、修士（主査  0   件、副査  0   件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0   名、前期課程  0   名、副指導教員： 

後期課程   0  名、前期課程   0  名）、卒業研究指導学生数  0   名、留学生   0  名、 

研究生   0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書   0  件、学術論文   3  件、国際会議  0   件、会議報告  0   件、 

大学等の報告   0  件、解説・総説   0  件、書評  0   件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

自己価値の随伴性と累積的な

達成度が動機づけに及ぼす交

互作用効果  

大谷和大 201211 
パーソナリティ

研究 

 21, 

190-193. 

学術論文 

目標志向性が学業的援助要

請，ピア・モデリングに及ぼす

影響  

岡田涼, 大谷

和大, 中谷素

之, 伊藤崇達 

201211 
パーソナリティ

研究 

 21, 

111-123.

学術論文 

学級の目標構造は自己価値の

随伴性の効果を調整するか 

―内発的興味と自己調整学習

方略に及ぼす影響―  

大谷和大, 中

谷素之, 伊藤

崇達, 岡田涼 

201212 
教育心理学研

究 

60・4・

355－366.
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所属： 教育学系    氏名： 管生 聖子   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：    1  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査   0  件、副査  0   件）、修士（主査  0   件、副査  0   件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書   0  件、学術論文  2   件、国際会議  0   件、会議報告  0   件、 

大学等の報告  1   件、解説・総説   0  件、書評  0   件、その他（          ） 
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所属： 教育学系   氏名： 近藤 博之   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   15  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  3  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  1  名）、卒業研究指導学生数  1  名、留学生  1  名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  2  件、国際会議  0  件、会議報告  1  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 
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所属： 教育学系   氏名： 中澤 渉    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   17  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  0  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  1  名）、卒業研究指導学生数  1  名、留学生  1  名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  2  件、国際会議  1  件、会議報告  1  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

「機会の平等と結果の平等

（34-35）」「合理的選択としての

教育達成（36-37）」「教育政策

と社会階層（42-43）」「量的調

査法（180-181）」 （酒井朗, 多

賀太, 中村高康編『よくわかる

教育社会学（やわらかアカデミ

ズム・わかるシリーズ）』） 

中澤渉 201204 ミネルヴァ書房 

34-37, 

42-43, 

180-181

会議報告/口頭

発表 

Insitutional Linkage between 

Schools and the Labor Market 

in Japan: Safety Net or Root of 

Inequality 

NAKAZAWA, 

Wataru 
201208   
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所属： 教育学系   氏名： 小野田 正利  

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   18  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  2  件、副査  4  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  3  名、前期課程  4  名、副指導教員： 

後期課程  2  名、前期課程  4  名）、卒業研究指導学生数  4  名、留学生  2  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文 約 50  件、国際会議  0  件、会議報告  0  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（DVD 制作 6 本） 
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所属： 教育学系   氏名： 園山 大祐   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   7  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査  4  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  3  名、前期課程  5  名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数  4  名、留学生     名、 

研究生     名、その他（   3 回生 12 名        ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文  2  件、国際会議  1  件、会議報告     件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説     件、書評 1   件、その他（          ） 
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所属： 教育学系   氏名： 平沢 安政   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   8  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  3  件、副査  5  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  4  名、前期課程  6  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  12  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  3  名、 

研究生  1  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  4  件、学術論文  2  件、国際会議  0  件、会議報告  0  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  2  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 
Encyclopedia of Diversity in 

Education 

James A. Banks 

(Ed.) 
201207 

Sage 

Publications, 

London 

1287-1290

著書 社会教育・生涯学習辞典 

社会教育・生涯

学習編集委員

会 

201211 朝倉書店 

著書 
学習の本質 - 研究の活用か

ら実践へ 

ＯＥＣＤ教育研

究革新センタ

ー 

201303 明石書店 

会議報告/口頭

発表 

人権教育における普遍的視点

と個別的視点 
平沢安政 201207 

ヒューマンライ

ツ 

No.292, 

46 頁-

55 頁

解説・総説 
人権教育と高等教育改革の動

向 
平沢安政 201210 GLOBE 

No.71, 

pp.18-19

解説・総説 市民力を育てる人権教育 平沢安政 201301 あしはら 
No.33 

1-2 頁

 その他 
未来を拓く人権教育のすすめ

方 
平沢安政 201210 Winds 

72, 

pp.15-52
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所属： 教育学系   氏名： 木村 涼子   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   16  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  6  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  4  名、副指導教員： 

後期課程  4  名、前期課程  5  名）、卒業研究指導学生数  2  名、留学生  3  名、 

研究生  2  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文     件、国際会議     件、会議報告  1  件、 

大学等の報告     件、解説・総説  1  件、書評     件、その他（       ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

『社会教育・生涯学習辞典』に

おいて「差異」「差別」「レイシズ

ム」など８項目執筆 

木村涼子 201212 朝倉書房 

著書 

『よくわかるジェンダー・スタディ

ーズ-人文社会科学から自然

科学まで』 

木村涼子ほか

編 
201303 ミネルヴァ書房 
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所属： 教育学系   氏名： 木村 和美   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   4  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文  1  件、国際会議     件、会議報告  1  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（研究報告書 1 件） 
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所属： 教育学系   氏名： 志水 宏吉   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   10  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  1  件）、修士（主査  6  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  11  名、前期課程  15  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  12  名、留学生  12  名、 

研究生  3  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  3  件、学術論文  1  件、国際会議  0  件、会議報告 2  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  1  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 
往還する人々の教育戦略 

志水宏吉，鍛

治致，敷田圭

子，山本晃輔，

芝野淳一，キ

ム・ヴィクトリヤ 

201210 

日本教育社会

学会第 64 回大

会 発表要旨

集録 

大学・研究所等

の報告 

「外国人学校」の社会学 「往

還する人々」の教育戦略を軸

に 

志水宏吉、山

本ベバリアン、

鍛冶致、林崎

和彦、中島智

子、渋谷真樹

他 

201303 

未来共生リー

ディングス

Volume 1 

1

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』 

志水宏吉，山本ベバリーアン，

鍛治致，ハヤシザキカズヒコ編， 

第 2 章第 1 節「国際結婚家庭と

その子どもの現状と課題」 

山本ベバリーア

ン, 渋谷真樹, 

敷田佳子, キ

ム・ヴィクトリヤ 

201301   

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』 

志水宏吉・山本ベバリーアン・

鍛治致・ハヤシザキカズヒコ編， 

第 2 章第 2 節「日本の学校に通

わせる国際結婚家庭」 

キム・ヴィクトリ

ヤ，敷田佳子 
201301   
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』 

志水宏吉，山本ベバリーアン，

鍛治致，ハヤシザキカズヒコ編，

第 2 章第 4 節「複数の学校シス

テムを利用する子どもとその家

庭」 

山本ベバリーア

ン，敷田佳子，

キム・ヴィクトリ

ヤ 

201301   

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』 

志水宏吉，山本ベバリーアン，

鍛治致，ハヤシザキカズヒコ編，

第2 章第6 節「国際結婚家庭の

教育戦略」 

渋谷真樹，山

本ベバリーア

ン，キム・ヴィク

トリヤ，敷田佳

子 

201301   
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所属： 教育学系   氏名： 高田 一宏   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   16  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査  7  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程  11  名、前期課程  14  名）、卒業研究指導学生数  12  名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文  2  件、国際会議     件、会議報告  1  件、 

大学等の報告     件、解説・総説  1  件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 
上海の教育ー機会均等の保障

とグローバル化への対応 
高田一宏 201204 

『教育文化学

年報』 

第 7 号、

13-22 頁

学術論文 子ども会改革検証のために 高田一宏 201211 
『部落解放研

究』 

第 196 号、

57-67 頁

会議報告/口頭

発表 

同和地区の子どもの学力と進

路ー特別措置終結後の変化に

焦点をあてて 

高田一宏 201210   
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所属： 教育学系   氏名： 伊佐 夏実   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：    3  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文   1  件、国際会議     件、会議報告     件、 

大学等の報告   2  件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 
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所属：グローバル人間学系   氏名： 中村 安秀   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   21  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  2  件、副査  1  件）、修士（主査  6  件、副査  8  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  13  名、前期課程  11  名、副指導教員： 

後期課程  2  名、前期課程  14  名）、卒業研究指導学生数  1  名、留学生  18  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  3  件、学術論文  4  件、国際会議  4  件、会議報告  14  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  8  件、書評  0  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

Is maternal and child health 

handbook effective? : 

Meta-analysis of the effects of 

MCH handbook 

Baequni, 

Nakamura Y. 
201206 

Journal of 

International 

Health, 

27(2): 

121-127

学術論文 
世界からの共感と連帯―国境

を越える出会いと学び 
中村安秀 201212 

ボランティア学

研究 
12：3-13

学術論文 

外国人医療における医療通訳

者の現状と課題―医療通訳者

に対する質問紙調査よりー 

伊藤美保，飯

田奈美子，南

谷かおり，中村

安秀 

201212 国際保健医療 
27(4):

387-394

学術論文 

就学前児をもつ外国人母親の

社会的ネットワークと子育てに

対するソーシャルサポート 

山中早苗，中

村安秀 
201301   

72(1):

97-103

解説・総説 
震災後に小児科医が果たすべ

き役割 
中村安秀 201204 

日本小児科医

会会報 
43：69-74

解説・総説 
母子健康手帳：過去、現在、未

来 
中村安秀 201208 小児科臨床 

65（8）：

1745-1755

解説・総説 
国際保健における人材養成の

現状と課題 
中村安秀 201208 公衆衛生 

76（8）：

628-632

解説・総説 

Think Globally and Act Locally: 

With the global humanitarian 

support, make full use of local 

community’s power. 

Nakamura Y 201212 

Japan Medical 

Association 

Journal 

55(4): 

348-351
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所属： グローバル人間学系   氏名： 澤村 信英   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   16  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  2  件）、修士（主査  5  件、副査  5  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  14  名、副指導教員： 

後期課程  6  名、前期課程  6  名）、卒業研究指導学生数  3  名、留学生  15  名、 

研究生   0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  2  件、国際会議  2  件、会議報告  5  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説   1  件、書評   1  件、その他（ 辞典 1 件     ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 比較教育学辞典 
日本比較教育

学会編 
201206 東信堂 

151、294、

300、366

著書 
ケニアを知るための55章（第28

章試験中心の学校生活） 
澤村信英 201207 明石書店 158-162

著書 
ケニアの教育と開発―アフリカ

教育研究のダイナミズム 

澤村信英、内

海成治編 
201212 明石書店 

学術論文 

ケニアにおいて有害な文化的

慣習に抗する少女と学校の関

わり 

澤村信英、倍

賞佑里 
201204 

国際教育協力

論集 

15巻1号、

117-126

頁

学術論文 

ケニアにおいて学校教育の機

会を得ることの意味―〈教育ラ

イフヒストリー〉の分析から― 

澤村信英 201204 
国際教育協力

論集 

15巻1号、

153‐162

頁

会議報告/口頭

発表 

ケニアにおいて有害な文化的

慣習に抗する少女と学校の関

わり 

澤村信英 201204 

第 9 回アフリカ

教育研究フォ

ーラム（広島大

学）発表要旨

集 

33-34 頁

会議報告/口頭

発表 

ケニアの伝統的コミュニティに

おける小学校就学の意味―中

途退学したマサイ少女の十年

後― 

澤村信英 201205 

日本アフリカ学

会第 49 回学術

大会 研究発

表要旨集 

84 頁

会議報告/口頭

発表 

ケニアの伝統社会と学校教育

―有害な文化的慣習に抗する

少女― 

澤村信英 201206 

日本比較教育

学会第 48 回大

会（九州大学）

発表要旨集録 

103 頁

会議報告/口頭

発表 

マサイ女性にとっての学校教育

の価値と効果―長期的な就学

のインパクトを探る― 

澤村信英 201210 

第 10 回アフリ

カ教育研究フ

ォーラム（神戸

大学）発表要

旨集 

201



分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

ケニアの伝統的社会における

小学校就学の価値―マサイ女

性の生活から― 

澤村信英 201212 

第 23 回国際開

発学会全国大

会（神戸大学）

報告論文集 

331-335

頁

解説・総説 
ケニアの教育―質的調査の挑

戦―（学会報告） 
澤村信英 201212 

アフリカ教育研

究 

3 号、

39-55 頁

書評 
書評『はじめての国際協力―

変わる世界とどう向き合うか』 
澤村信英 201302 

ボランティア学

研究 

13 号、

75-76 頁

国際会議

（proceedings あ

り） 

Teachers’ Perceptions 

towards Health Education and 

Promotion in Primary Schools in 

Narok District, Kenya 

De los Reyes, 

C. and 

Sawamura, N. 

201205 

The Second 

Asia-Pacific 

Conference on 

Health 

Promotion and 

Education, 

National 

Taiwan Normal 

University 

国際会議

（proceedings あ

り） 

The Impact of Primary 

Schooling on a Maasai Woman 

in Kenya: Tensions between 

modernity and tradition 

Nobuhide 

SAWAMURA 
201206 

Conference 

Programme: 

Centre of 

African Studies 

CAS@50, 

Edinburgh 

pp. 

109-110
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所属： グローバル人間学系   氏名： 岡田 千あき  

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：      科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文     件、国際会議     件、会議報告     件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

The Redevelopment of Sport in 

Cambodiaort, in Sport, Peace 

and Development 

Chiaki Okada, 

Keith Gilbert 

and Will 

Bennett(eds.) 

201212 
Common 

Ground 
P.387-396

学術論文 

開発途上地域におけるスポー

ツ参加と生活満足-カンボジア

王国のサッカーリーグの事例か

ら- 

岡田千あき，山

口泰雄 
201206 

生涯スポーツ

学研究 

第 8 巻

第 2 号

学術論文 

スポーツを用いた HIV/AIDS 啓

発 －ジンバブエの事例から見

る特徴－ 

岡田千あき 201303 

大阪大学人間

科学研究科紀

要 

第 59 巻・

P.107-123
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所属： グローバル人間学系   氏名： 千葉 泉    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   15  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  5  件、副査     件）、修士（主査  2  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程  2  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  5  名、留学生  1  名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文     件、国際会議     件、会議報告     件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（ 作曲作品 CD 制作１件  ） 

 

 

204



所属： グローバル人間学系   氏名： 藤目 ゆき   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   16  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  2  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  1  名、留学生  2  名、 

研究生  2  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  1  件、国際会議     件、会議報告  1  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  1  件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

히로시마만의 군사화와 

성폭력: 여성사에서 본 

이와쿠니 미군사기지(広島湾

の軍事化と性暴力－女性史か

らみた岩国米軍基地 

藤目ゆき著／

梁東淑訳 
201303 ノンヒョン出版 

学術論文 
モニカ・フェルトンの軌跡 1952

－1956 
藤目 ゆき 201303 

アジア現代女

性史 

第 8 号、

6～32 頁

 その他 アジア女性史の構築 藤目 ゆき 201212 科研費 NEWS 
2012 年度

Vol.3、6 頁

 その他 
現代の軍事的性暴力と『慰安

婦』問題 
藤目 ゆき 201303 

アジア現代女

性史 

第 8 号、

120～130

頁

 その他 

『女性史からみた岩国米軍基

地－広島湾の軍事化と性暴

力』韓国語版の出版にあたって

藤目 ゆき 201303 
アジア現代女

性史 

第 8 号、

132～135

頁
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所属： グローバル人間学系   氏名： 小林 清治   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   20  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  1  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  3  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  1  名、留学生  1  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文     件、国際会議     件、会議報告     件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 
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所属： グローバル人間学系   氏名： 三好 恵真子  

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   21  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  2  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  2  名、前期課程  3  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  7  名）、卒業研究指導学生数  3  名、留学生  2  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  6  件、学術論文  10  件、国際会議  1  件、会議報告  10  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  1  件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 『グローバル化と人間環境』 
小林清治・三好

恵真子 
201206 

大阪大学出版

会 

著書 

「食の安全・安心・信頼—中国

食品を巡るリスクコミュニケーシ

ョン」『現代中国に関する 13 の

問い−中国地域研究講義−』  

三好恵真子（大

阪大学中国文

化フォーラム

（編）） 

201303 
OUFC ブックレ

ット 

著書 

絡議如何構建中国食品的風

険溝通：以中国速凍餃 子中

毒事件為例考証食品安全性

與消費者安心感和信任感之

間的関係(田中仁, 江沛，許育

銘 編集）『現代中国社会変動

與東亜新格局』 

三好恵真子 201208 
社会科学文献

出版社 

著書 

「中国の重金属汚染土壌の現

状と今後の対策」『日中環境産

業 特集：中国における土壌汚

染対策の実際』 

三好恵真子 201212 
環境コミュニケ

ーションズ 

著書 

『都市鉱山（使用済携帯電話）

からの希少資源（貴金属・レア

メタル）回収技術開発』 

三好恵真子 201211 

平成 23 年度ヒュ

ーマンサイエン

スプロジェクト研

究成果報告書（ 

著書 

『環境のあり方をともに考える−

文理融合・学際研究の新たな

可能性−』  

三好恵真子(編) 201303 

大阪大学大学

院人間科学研

究科グローバル

人間学人間環

境論 
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

社会システムにおける安全・安

心・信頼-中国の食の安全性を

めぐる諸課題- 

三好恵真子 201208 

第六回「現代中

国と東アジアの

新環境」国際学

術シンポジウム」

論文集 I 

p.p.247

-270

学術論文 

食の安全・安心をめぐるコミュ

ニケーション―参加型リスクア

セスメントを通じての相互理解・

信頼の醸成― 

三好恵真子 201209 生活学論叢 
Vol.21, 

17-19

学術論文 

使用済み携帯電話の破砕過

程における各種金属の分離・

濃集現象 

姉崎正治，三

好恵真子，山

本高郁 

201209 

日本鉄鋼協会

環境・エネルギ

ー・社会工学部

会 資源循環フ

ォーラム パイロ

リサイクル－2  

パイロリサイ

クル－2, 

14-22

学術論文 

社会システムにおける安全・安

心・信頼-中国の食の安全性を

めぐる諸課題- 

三好恵真子 201210 

大阪大学中国

文化フォーラム・

ディスカッション

ペーパー 

 No.2011-

11,

 1-16

学術論文 

幼稚園児の栄養状態と生活習

慣：ベトナムの主要都市と地方

都市の比較から-子どもの生活

習慣及び食習慣と肥満に関す

る調査-  

山崎優子，三

好恵真子 
201303 生活学論叢 

第 23 号，

in press

学術論文 

ベトナムの都市部における幼

稚園児の生活習慣・食生活の

現状と課題―社会環境の変化

の影響と栄養不良の二重負荷

―  

山崎優子，三

好恵真子 
201303 

大阪大学人間

科学紀要 

第 39 号，

175-196

学術論文 

独創的な文理融合研究による

レアメタル回収技術開発と実践

的展開への挑戦−先人の知恵

の結晶を未来に活かす−  

三好恵真子，

姉崎正治 
201303 

大阪大学人間

科学紀要 

第 39 号，

155-174

学術論文 
複合化する中国の重金属汚染

土壌と今後の展望 

三好恵真子，

姉崎正治 
201303 

New Food 

Industry 

Vol.55, 

No.3, 

21-35

学術論文 

Cause Investigation of Collapse 

of Caricari Dam from the 

Perspective of the Silver 

Smelting Technology in 

Colonial Peru  

Anezaki, S. and 

Miyoshi,E. 
201303 

The Eighth 

International 

Conference on 

the Beginnings 

of the Use of 

Metals and 

Alloys 

Proceeding

s 1-10 

会議報告/口頭

発表 

離島における新エネルギー普

及の可能性について 

松村悠子，三

好恵真子 
201206 

日本生活学会 

第 39 回大会 

会議報告/口頭

発表 

インドネシア東ジャワ州シドア

ルジョ県の熱泥噴出問題が地

域コミュニティーに与える影響 

内藤咲希，三

好恵真子 
201206 

日本生活学会 

第 39 回大会 
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

中国北方都市の大気汚染状

況分析並びに環境政策新動

向についての一考察 

HanGyokurinn，

三好恵真子 
201206 

日本生活学会 

第 39 回大会 

会議報告/口頭

発表 

歴史学と製錬工学を基軸とし

た文理融合研究による環境改

善への実践的展開 

三好恵真子，

姉崎正治 
201206 

日本生活学会 

第 39 回大会 

会議報告/口頭

発表 

ベトナム南部の都市部におけ

る子どもの生活習慣と栄養状

態の変化―幼稚園児の生活

習慣及び食習慣と肥満に関す

る調査：2009 年と 2011 年の比

較― 

山崎優子，三

好恵真子 
201206 

日本生活学会 

第 39 回大会 

会議報告/口頭

発表 

食の安全・安心をめぐるコミュ

ニケーション 
三好恵真子 201206 

日本生活学会 

第39回大会 公

開シンポジウム

「食の安全・安

心・信頼－相互

理解を醸成する

コミュニケーショ

ン－」 

会議報告/口頭

発表 

使用済み携帯電話の回収率

向上と貴金属農集を図る一次・

二次破砕機の開発と展望 

姉崎正治，三

好恵真子，山

本高郁 

201206 

平成 24 年度廃

棄物資源循環

学会研究討論

会 

会議報告/口頭

発表 

使用済み携帯電話の高速回

転ミルによる破砕工程での貴

金属（Au, Ag, Pt）の凝集機構 

姉崎正治，三

好恵真子，山

本高郁 

201209 

平成24年度 資

源・素材関係学

協会合同秋季

大会 

会議報告/口頭

発表 

使用済み携帯電話の二段破

砕過程における各種金属の分

離・凝集現象 

姉崎正治，三

好恵真子，山

本高郁 

201209 

第164回鉄鋼協

会秋期講演大

会シンポジウム 

会議報告/口頭

発表 

使用済み携帯電話の顧客接

近型破砕・集荷の試行および

高速回転ミルによる破砕工程

における貴金属（Au, Ag）の凝

集現象 

姉崎正治，三

好恵真子，山

本高郁 

201210 

平成 24 年度廃

棄物資源循環

学会研究発表

会 

大学・研究所等

の報告 

都市鉱山（使用済携帯電話）

からの希少資源（貴金属・レア

メタル）回収技術開発 

三好恵真子（松

野明久 編） 
201211 

平成 23 年度ヒュ

ーマンサイエン

スプロジェクト成

果報告会 

国際会議

（proceedings あ

り） 

Safety, Perception of Risk and 

Social Trust in Social System: 

The China Path to Global Food 

Safety  

Miyoshi,E. 201208 

The Sixth 

International 

Symposium: 

Social Change of 

Contemporary 

China and New 

Challenge of 

East Asia 
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（４）受賞・特許・作品、他 

受賞年月 受賞者名 賞名 主催団体名 

201205 三好恵真子 研究奨励 
住友金属工業株式会

社 
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所属： グローバル人間学系   氏名： 河森 正人   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   23  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  1  件）、修士（主査  0  件、副査  7  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  4  名、前期課程  4  名）、卒業研究指導学生数  12  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  1  件、国際会議  0  件、会議報告  0  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  0  件、書評  1  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 
「タイの生活保障におけるコミュ

ニティの位置づけをめぐって」 
河森正人 201303 『地域研究』 13 巻 1 号

書評 

書評 「宇佐見耕一著『アルゼ

ンチンにおける福祉国家の形

成と変容 ——早熟な福祉国家

とネオ・リベラル改革——』 」 

河森正人 201212 『アジア経済』 
第 53

巻 6 号
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所属： グローバル人間学系   氏名： 鈴木 広和   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   10  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  0  件）、修士（主査  0  件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  1  名、副指導教員： 

後期課程  0  名、前期課程  3  名）、卒業研究指導学生数  3  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  1  件、国際会議  0  件、会議報告  2  件、 

大学等の報告  0  件、解説・総説  0  件、書評  0  件、その他（          ） 
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所属： グローバル人間学系   氏名： 大谷 順子   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：      科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0   件、副査  1  件）、修士（主査  3  件、副査  1  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  1  名、前期課程  4  名、副指導教員： 

後期課程  1  名、前期課程  1  名）、卒業研究指導学生数     名、留学生  5  名、 

研究生     名、その他（  外国人招へい研究員(日本学術振興会)       ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  2  件、国際会議  2  件、会議報告     件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評  1  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

Ageing Society and 

Post-Disaster Community 

Security, IN:Cameron, R., 

Hobson, C. and Bacon, P. 

(eds.), “Human Security and 

Natural Disasters” 

Junko Otani 201303 

United Nations 

University 

Press 

著書 

从社会资本的视角考察灾区

临时住宅及重建住宅的社区

形成 ——从 1995 年阪神淡路

大地震的经验到 2005 年福冈

西海岸地震及 2008 年四川大

地震，再到 2011 年东日本大

地震的比较」「被災地仮設住

宅および復興住宅におけるソ

ーシャル・キャピタルの視点か

らのコミュニティ形成について

の考察」(中国語)『地震灾难

与灾后重建的日中比较』陈

立行 宋金文 首藤明和 编

著 

大谷順子 201303 
吉林文史出版

社（中国） 

学術論文 人間の安全保障と自然災害 大谷順子 201303 

大阪大学大学

院人間科学研

究科紀要 

39, pp.89-106

書評 

Book review. “Dealing with 

disaster in Japan: Responses 

to the flight JL123 clash”, by 

Christopher P. Hood, 

Routledge Contemporary 

Japan Series, 2012 

Junko Otani 201301 

 Social Science 

Japan Journal 

(SSJJ), Oxford 

University 

Press & Univ. 

of Tokyo 

Vol.16, No.1, 

pp.185-188.
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

国際会議

（proceedings あ

り） 

Introduction to Mixed 

Methods Research – 

Comparing Qualitative and 

Quantitative approaches 

Junko Otani 201209 

Journal of 

International 

Health 

27(3):254-255

国際会議

（proceedings あ

り） 

「質的データの分析とアイデ

アの扱い(ミニシンポジウム報

告)」特集第 27 回国際保健医

療学会学術大会ミニシンポジ

ウム・自由報告「定量的、定性

的調査方法：異なる学術領域

の視座から」報告 

大谷順子 201303 

Journal of 

International 

Health 

28(1) pp.1-4
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所属： グローバル人間学系   氏名： 福岡 まどか  

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   15  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査  2  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程  4  名）、卒業研究指導学生数  1  名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  1  件、学術論文  2  件、国際会議     件、会議報告  1  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 着衣する身体と女性の周縁化 武田佐知子編 201204 思文閣出版 

学術論文 

インドネシアにおける伝統芸術

と大衆文化の相互関係：西ジャ

ワの人形劇とコミックのマハー

バーラタ 

福岡 まどか 201303 

大阪大学大学

院人間科学研

究科紀要 

第 39 巻
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所属： グローバル人間学系  氏名： 木村 自    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   11   科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  2  件、学術論文  1  件、国際会議     件、会議報告  2  件、 

大学等の報告     件、解説・総説  2  件、書評  1  件、その他（エッセイ 2   ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

「コラム 台湾の華僑ムスリム移

民コミュニティ」中国ムスリム研

究会編『中国ムスリムを知る 60

章』、357-359 頁 

木村自 201208 明石書店 357-359

著書 

「第 55 章 「回族」か？「回教

徒」か？――台湾回民のアイ

デンティティ」中国ムスリム研究

会編『中国ムスリムを知る 60

章』、327-331 頁 

木村自 201208 明石書店 327-331

学術論文 

雲南穆斯林移民的社会関係及

宗教習俗転型――以旅居台湾

的回族同胞為中心 

木村自著、涂

華忠訳、姚継

徳校閲 

201206 雲南回族研究 第 6 期

会議報告/口頭

発表 

「族群」の政治性・「民族」の可

塑性――馬戎の「民族問題脱

政治化」論を中心に 

木村自 201206 

日本現代中国

学会 2012 年度

関西部会大会 
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所属： グローバル人間学系   氏名： 田沼 幸子   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   3  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文  1   件、国際会議  2  件、会議報告     件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（映像作品１点 ） 
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所属： 附属比較行動実験施設   氏名： 山田 一憲   

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   17  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査  0  件、副査  1  件）、修士（主査  0  件、副査  1  件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程  0  名、前期課程  0  名、副指導教員： 

後期課程  2  名、前期課程  2  名）、卒業研究指導学生数  5  名、留学生  0  名、 

研究生  0  名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書  0  件、学術論文  3  件、国際会議  4  件、会議報告  15  件、 

大学等の報告  1  件、解説・総説  1  件、書評  1  件、その他（          ） 

 

（３）著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

Grooming-related feeding 

motivates macaques to groom 

and affects grooming reciprocity 

and episode duration in 

Japanese macaques (Macaca 

fuscata) 

K. ONISHI, K. 

YAMADA, & M. 

NAKAMICHI  

201301 
Behavioural 

Processes 

92:

 125-130.

学術論文 
霊長類の学習実験が動物園

来園者の行動に与える影響 

阪口耕平・山本

裕己・松永雅

之・伊藤二三

夫・田中正之・

山田一憲・中道

正之 

201301 
ヒトと動物の関

係学会誌 

33:

50-57

学術論文 

Social relationships of 

nulliparous young adult females 

beyond the ordinary age of the 

first birth in a free-ranging 

troop of Japanese macaques 

(Macaca fuscata) 

N. KATSU, K. 

YAMADA, & M. 

NAKAMICHI  

201301 Primates 
54:

7-11

会議報告/口頭

発表 

嵐山ニホンザル E 集団におけ

る25歳齢以上の超高齢メスの

行動特徴 

市川彩代子・山

田一憲・中道正

之 

201205 
動物心理学研

究 
62:231

会議報告/口頭

発表 

ニホンザルのコンタクトコール

発声における文脈特異性の

成体メスと未成体メスでの比

較 

勝 野吏子・山

田一憲・中道正

之 

201205 
動物心理学研

究 
62:230

会議報告/口頭

発表 

野生ニホンザルの母親が怪

我をした子へ行った行動 

上野将敬・山田

一憲・中道正之
201205 

動物心理学研

究 
62:231

会議報告/口頭

発表 

嵐山ニホンザル E 集団におけ

る 25 歳齢以上の老齢メスの 2

年にわたる行動特性 

市川彩代子・山

田一憲・中道正

之 

201207 

第 28 回日本

霊長類学会大

会 

霊長類研究, 

28 

(Supplement)

: S3
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分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 

ニホンザル成体メスと未成体メ

スにおけるコンタクトコールの

文脈による使い分け 

勝 野吏子・山

田一憲・中道正

之 

201207 

第 28 回日本

霊長類学会大

会 

霊長類研究, 

28 

(Supplement)

: S37

会議報告/口頭

発表 

勝山ニホンザル集団における

怪我をした子に対する母親の

行動に関する事例研究 

上野将敬・山田

一憲・中道正之
201207 

第 28 回日本

霊長類学会大

会 

霊長類研究, 

28 

(Supplement)

: S3

会議報告/口頭

発表 

ニホンザル地域集団における

オキシトシン受容体遺伝子の

多型解析 

山田一憲・井上

-村山美穂 
201207 

第 28 回日本

霊長類学会大

会 

霊長類研究, 

28 

(Supplement)

: P24

会議報告/口頭

発表 

ニホンザルによる親和的交渉

における音声の使い分けに関

する発達的変化 

勝 野吏子・山

田一憲・中道正

之 

201209 
第 76 回日本

心理学会大会 

発表論文集: 

927

会議報告/口頭

発表 

ニホンザルの母親による怪我

をした子への反応 

上野将敬・山田

一憲・中道正之
201209 

第 76 回日本

心理学会大会 

発表論文集: 

928

会議報告/口頭

発表 

王子動物園のチャップマンシ

マウマにおける行動の発達的

変化 

片山洸彰・中道

正之・山田一憲
201211 SAGA 15 

要旨集: 

39

会議報告/口頭

発表 

王子動物園のアビシニアコロ

ブス集団における母、子、他

のメスの関係に出産が及ぼす

影響 

大井裕典・中道

正之・山田一憲
201211 SAGA 15 

要旨集: 

36

会議報告/口頭

発表 

動物の行動に影響する遺伝

子多型の解明 

村山美穂・阿部

秀明・山田 一

憲 

201212 

第 35 回日本

分子生物学会

年会 

会議報告/口頭

発表 

ヒトとサルの利他行動：進化的

視点から 
山田一憲 201212 

大阪大学人間

科学部創立 40

周年記念シンポ

ジウム 東日本

大震災から考え

るコミュニティ復

興の人間科学

―支え合い・学

び合い・利他主

義の社会に向

けて― 

報告書:

 P 52-55

会議報告/口頭

発表 

行動や生活史に個体差がみ

られる理由について 
山田一憲 201301 

第 6 回性格・

行動遺伝子研

究会 

大学・研究所等

の報告 
サルの社会と個性を知る 山田一憲 201301 阪大 Now 

135:

14-15

解説・総説 
ニホンザルの個性は何から生

まれるのか 
山田一憲 201212 

中川尚史・友永

雅己・山極寿一 

(編) 日本のサ

ル学のあした―

霊長類研究とい

う「人間学」の可

能性 京都通信

社 

72-77

219



分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

書評 

書評： 三谷雅純著 「ヒトは人

のはじまり 霊長類学の窓か

ら」 

山田一憲 201206 霊長類研究 
28:

77-79

国際会議

（proceedings あ

り） 

Intra-species differences in 

tolerance and genetic 

polymorphisms in Japanese 

macaques (Macaca fuscata). 

K. YAMADA & 

M. 

Inoue-MURAY

AMA 

201206 

42nd Annual 

Meeting of the 

Behavior 

Genetics 

Association, 

June 22-25, 

2012, 

Edinburgh, 

UK.  

31

国際会議

（proceedings な

し） 

Grooming-related feeding 

benefits the groomer: A 

preliminary study in Japanese 

macaques (Macaca fuscata) 

K. ONISHI, K. 

YAMADA, & M. 

NAKAMICHI  

201208 

Primatology’s 

legacy and 

future 

challenges 

651

国際会議

（proceedings な

し） 

Effect of soliciting behaviors 

on grooming reciprocity in 

free-ranging Japanese 

macaques. 

M. UENO, K. 

YAMADA, & M. 

NAKAMICHI 

201208 

The 24th 

Congress of the 

International 

Primatological 

Society (IPS), 

August 16, 

2012, Cancún, 

Mexco. 
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所属： 国際交流室   氏名： 上田 博司    

 

（１）平成 24 年度の教育活動に関する以下の項目について記述して下さい。 

① 担当授業科目数：   2  科目 

② 学位論文審査： 博士（主査     件、副査     件）、修士（主査     件、副査     件） 

③ 指導学生数： 大学院（指導教員：後期課程     名、前期課程     名、副指導教員： 

後期課程     名、前期課程     名）、卒業研究指導学生数     名、留学生     名、 

研究生     名、その他（              ） 

 

（２）平成 24 年度の研究活動に関する以下の項目をについて記述して下さい。 

① 研究業績の公表： 著書     件、学術論文  2  件、国際会議  2  件、会議報告  1  件、 

大学等の報告     件、解説・総説     件、書評     件、その他（          ） 
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部署  グローバル 30  氏名 Bysouth  Don   
 

 
著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 

Conversation analysis and 

therapy. In C.A. Chapelle 

(Ed.), The Encyclopedia of 

Applied Linguistics. 

Don Bysouth 201211 Wiley-Blackwell 

著書 

Japanese and English as lingua 

francas: Language choices for 

international students in 

contemporary Japan. In H. 

Haberland, D. Lonsmann, and 

B. Preisler (Eds.), Language 

Alternation, Language Choice 

and Language Encounter in 

International Education.  

Keiko Ikeda, 

Don Bysouth 
201212 Springer 

著書 

Osaka University Teaching 

Quality Handbook: A Guide to 

best Practices in the Provision 

of Teachingh and Assessment 

for Undergraduate Degree 

Programs 2nd Edition 

Beverley 

Yamamoto, 

Don Bysouth 

201303 大阪大学 

著書 
教育の質保障ハンドブック第２

巻 

YAMAMOTO 

Beverley 

Anne、

BYSOUTH 

Don、

YASUMOTO 

Saori 

201303 大阪大学 

学術論文 

Collateral damage: An 

investigation of 

non-combatant teasing by 

American service personnel in 

occupied Iraq and Afghanistan.

Don Bysouth, 

Sohail 

Jeloos-Haghi, 

Keiko Ikeda 

201301 
Pragmatics & 

Society 
Forthcoming

国際会議

（proceedings あ

り） 

A pebble that creates great 

waves? Global G30 classes and 

internationalisation of the 

student body.  

Beverley 

Yamamoto, 

Yukiko 

Ishikura, Don 

Bysouth 

201211 

8th QS Asia 

Pacific 

Professional 

Leaders in 

Education 

Conference and 

Exhibition, The 

Westin Resort 

Nusa Dua, Bali, 

Indonesia, 

November 

14-16. 
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部署  グローバル 30  氏名 Christie Lam 
 

著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

Cultural perspectives of land 

and livelihoods: A case study of 

Royal Shuklaphanta Wildlife 

Reserve in the Far-Western 

part of Nepal 

Lai Ming Lam 201204 
Conservation 

and Society 

Vol  11 

(2)

学術論文 

Land, livelihood and Rana 

Tharu identity transformations 

in Far-Western Nepal 

Lai Ming Lam 201207 Himalaya 
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部署：  グローバル 30  氏名： 安元 佐織 
 

著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

著書 
教育の質保障ハンドブック第２

巻 

YAMAMOTO 

Beverley 

Anne、

BYSOUTH 

Don、

YASUMOTO 

Saori 

201303 大阪大学 

学術論文 

Depiction of Gender 

Stereotypes in Japanese Comic 

Strips on Father's Day and 

Mother's Day: A 55 Year 

Analysis 

安元 佐織 201212 

Gender, 

Identity and 

Asian Popular 

Culture 
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部署  グローバル 30  氏名 Kim Viktoriya 
 

 
著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 
往還する人々の教育戦略 

志水宏吉，鍛

治致，敷田圭

子，山本晃輔，

芝野淳一，キ

ム・ヴィクトリヤ 

201210 

日本教育社会

学会第 64 回大

会 発表要旨

集録 

会議報告/口頭

発表 

Diversity within International 

Schools in Japan: Preparing 

Young People for a Global 

Future 

山本ベバリーア

ン、渋谷真樹、

キム・ヴィクトリ

ヤ、敷田佳子 

201210 

日本教育社会

学会第６４回大

会 発表要旨

集録 

大学・研究所等

の報告 

「外国人学校」の社会学 「往

還する人々」の教育戦略を軸

に 

志水宏吉、山

本ベバリアン、

鍛冶致、林崎

和彦、中島智

子、渋谷真樹

他 

201303 

未来共生リー

ディングス

Volume 1 

1

国際会議

（proceedings あ

り） 

Migration Policies vs. 

Entertainers: The Case of 

Female Labor Migrants from 

the Former Soviet USSR in 

Japan 

Kim Viktoriya 201211   

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』 

志水宏吉，山本ベバリーアン，

鍛治致，ハヤシザキカズヒコ編，

第 2 章第 1 節「国際結婚家庭と

その子どもの現状と課題」 

山本ベバリーア

ン, 渋谷真樹, 

敷田佳子, キ

ム・ヴィクトリヤ 

201301   

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』 

志水宏吉・山本ベバリーアン・

鍛治致・ハヤシザキカズヒコ編，

第 2 章第 2 節「日本の学校に通

わせる国際結婚家庭」 

キム・ヴィクトリ

ヤ，敷田佳子 
201301   

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』 

志水宏吉，山本ベバリーアン，

鍛治致，ハヤシザキカズヒコ編，

第 2 章第 4 節「複数の学校シス

テムを利用する子どもとその家

庭」 

山本ベバリーア

ン，敷田佳子，

キム・ヴィクトリ

ヤ 

201301   

 その他 

『「往還する人々」の教育戦略

―グローバル社会を生きる家

族と公教育の課題』 

志水宏吉，山本ベバリーアン，

鍛治致，ハヤシザキカズヒコ編，

第2章第6節「国際結婚家庭の

教育戦略」 

渋谷真樹，山

本ベバリーア

ン，キム・ヴィク

トリヤ，敷田佳

子 

201301   
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部署 グローバル COE プログラム 「認知脳理解に基づく未来工学創成」  氏名 池田 尊司 
 
著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

Differential roles for parietal 

and occipital cortices in 

visual working memory 

Daisuke 

Matsuyoshi, 

Takashi Ikeda, 

Nobukatsu 

Sawamoto, 

Ryusuke 

Kakigi, 

Hidenao 

Fukuyama, 

Naoyuki Osaka

201206 PLoS ONE 
7(6), 

e38623

学術論文 

High working memory 

performer has an efficient eye 

movement control system 

under Reading Span Test 

Azuma, M., 

Ikeda, T., 

Minamoto, T., 

Osaka, M., & 

Osaka, N. 

201206 

Journal of Eye 

Movement 

Research 

5(3),

 1-10

学術論文 

Effect of Intentional Bias on 

Agency Attribution of 

Animated Motion: An 

Event-Related fMRI Study 

Osaka, N., 

Ikeda, T., & 

Osaka, M. 

201211 PLoS ONE 
7(11),

 e49053

学術論文 

Primary Visual Cortex Scales 

Individual's Perceived 

Brightness With Power 

Function: Inner 

Psychophysics With fMRI 

Tsubomi, H., 

Ikeda, T., 

Osaka, N. 

201212 

Journal of 

Experimental 

Psychology: 

Human 

Perception and 

Performance 

38(6), 

1341-1347

会議報告/口頭

発表 

調和配色・不調和配色にお

ける脳活動の差異 

池田尊司, 松

吉大輔, 澤本

信克, 福山秀

直, 苧阪直行 

201205 
日本色彩学会

誌 

36(supplement), 

98

会議報告/口頭

発表 

調和・不調和個別の色彩調

和予測式の検討 

池田尊司, 苧

阪満里子, 苧

阪直行 

201209   

会議報告/口頭

発表 

事象関連電位を用いたリー

ディングスパンテストのターゲ

ット語処理に関する検討 

池田尊司, 遠

藤香織, 肥後

克己, 苧阪満

里子 

201212   

 その他 
リーディングスパンテスト課題

遂行時の事象関連電位変化 

池田尊司, 苧

阪満里子, 松

吉大輔, 肥後

克己, 片平建

史, 遠藤香織 

201208 
生理心理学と

精神生理学 
30(2), 151
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部署 グローバル COE プログラム 「認知脳理解に基づく未来工学創成」  氏名 小山 虎 
 
著書・論文 

分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

会議報告/口頭

発表 
Truthmaker としての出来事 小山虎 201207   

会議報告/口頭

発表 

実在するとはどういうことか：メタ

形而上学研究から見えてくるも

の 

小山虎 201208   

会議報告/口頭

発表 

心を持ったロボットを作るとはど

ういうことか 
小山虎 201209   

会議報告/口頭

発表 

心を持ったロボットと人を安心さ

せるロボット 
小山 虎 201301   

国際会議

（proceedings な

し） 

Against Lewisian Modal Realism 

from the Metaontological Point 

of View 

Tora Koyama 201209   

国際会議

（proceedings な

し） 

Understanding the Nature of 

Mind Through Considering How 

to Create Robot Mind 

Tora Koyama 201301   
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部署 グローバル COE プログラム 「認知脳理解に基づく未来工学創成」  氏名 源 健宏 
 
著書・論文 
分類（著書 

・学術論文等） 
書名／論文タイトル 著者名 発行年月

発行元 

／掲載誌 
巻号頁 

学術論文 

High working memory 

performers have efficient eye 

movement control systems 

under Reading Span Test. 

Azuma, M., 

Ikeda, T., 

Minamoto, T., 

Osaka, M., & 

Osaka, N. 

201205 

Journal of Eye 

Movement 

Research 

5,

1-10.

学術論文 

When do negative and positive 

emotions modulate working 

memory performance? 

Osaka, M., 

Yaoi, K., 

Minamoto, T. 

and Osaka, N. 

201303 
Scientific 

Reports 
3

会議報告/口頭

発表 

Limited Attentional Capacity 

for Emotional Information －

An fMRI study with cognitive 

load－ 

Minamoto, T., 

Osaka, M., & 

Osaka, N. 

201209   

会議報告/口頭
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